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お気づきの⽅も多いかもしれませんが、
今号の表紙と裏表紙は繋がるようになっています！
異なる分野の芸術がどこかしらで繋がっているように
関係ないように思えても実は繋がりがあるのです。

また、本誌では、はじめから終わりにかけて、
落ち着いた⾊調の表紙から⾊鮮やかな裏表紙へと

徐々にカラフルになるようにデザインされています。

芸術が我々の⼈⽣を彩ってくれたように、
本誌も皆様に彩りをお届けできれば幸いです。

裏表紙担当：東出梨乃

今回は「全く新しい花⿃画」をテーマに裏表紙のデザインをしました。
企画会議でいただいた「表紙から裏表紙にかけて、過去から未来に繋がっていく」という意⾒を参考に、花と⿃
を同じ画⾯に描く古典的かつスタンダードなスタイルは踏襲しながらも、現在⼈気急上昇中のシマエナガを描く
ことで、今までにない新しい作品を⽣み出そうとしました。今年のテーマである「原点回帰」を軸にしながら
も、⾃分の個性が発揮された作品になるよう努めました。
 ⼀番⼒を⼊れたのは、表紙と対になる様にカラフルな⾊使いをしながらも画⾯全体にまとまりを出すことで
す。私の中で絵を描くうえで1番の難所が⾊決めであったので、素敵な作品になるように何回も下絵を描いて構想
を練りました。今回は様々なパステルカラーや淡い⾊でまとめることで、丸くてふわふわしたシマエナガの可愛
らしさとマッチするように⼼がけました。裏表紙を⾒た⼈がほっこりするような、可愛らしい作品になっていた
らとても嬉しいです。

表紙担当：⾕⽥⾙昴⽣

Designer's�NoteDesigner's�Note

今回の表紙は「洛中洛外図」を取り⼊れ、これまで影響や衝撃を受けた芸術作品の記憶や体験を思い返し、
芸術に興味を持つきっかけとなった原点をたどるイメージで描いてみました。
「洛中洛外図」は京都の街並みや⼈々の⽣活を⿃瞰的に表現した作品です。⾒下ろすように街を眺める構図、
⾦雲の流れに沿って軽やかに移動する視線の感覚が、頭の中にある記憶、体験を遡りながら、旅をするように
原点をたどる⾏為と繋がるのではと思いました。

この絵や冊⼦を通して、皆さんがそれぞれの原点を思い出すきっかけになってくれるといいかなと思います。

﹃
ひ
げ
会
報
﹄
と
は
？

学
科
内
の
有
志
メ
ン
バ
�
が
発
⾏
し
て
い
る

フ
リ
�
ペ
�
パ
�
の
よ
う
な
も
の
で
す
︒

芸
術
を
愛
す
る
⽐
芸
⽣
が
関
⼼
の
あ
る
も
の
︑

芸
術
に
ま
つ
わ
る
も
の
な
ら
ば
何
で
も
載
せ
ま
す
︒

⼤
学
⽣
⽬
線
で
の
芸
術
紹
介
や
評
論
が
︑
皆
様
に
と
�
て

新
た
な
世
界
へ
の
扉
と
な
り
ま
す
よ
う
に
︒

デザインの秘密



04

10

14

16

22

25

28

32

34

40

44

特集！『故郷のアート』
ひげ⽣おすすめアートスポットMAP

『有名すぎるアート』

分野別『夜のアート』

先⽣コラム
〜学⽣時代に私を変えた作品〜

⻘学周辺のアートスポット

インタビュー 画家：⼭本タカトさん

私論：AIとアート

ChatGPTに聞く芸術

ひげぎゃらりぃ

編集後記

⽐芸⽣に聞いてみた！ 

〜浮世絵×耽美 創作の原点を探る〜

⽬次

『ひげ会報』公式Instagram
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福島県【諸橋近⼤美術館】
 

福島県�郡⼭市【夢を開く⼼の扉】

茨城県�北茨城市�【六⾓堂】

千葉県�千葉市【千葉市美術館】

●

●

●

●

●

みなさんの故郷にはどんなアートがありますか？

\ひげ⽣おすすめ/
アートスポットMAP



⻑野県�諏訪市【北澤美術館】

愛知県�豊橋市�【穂の国とよはし芸術劇場PLAT】

�京都府�京都市【堂本印象美術館】

●

●

まずは�ひげ⽣の原点、それぞれの�故郷”に注⽬。全国各地のアートをピックアップしてご紹介します！

故郷のアート
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福島県【諸橋近⼤美術館】 私の故郷である福島県には、会津磐梯⾼原という⾃然豊かな⼭の中に、諸橋近代美術館があります。主にダリやP.J.クルック、その他、ルノワール、ピカソなどの19・20世紀の巨匠の作品が所蔵されており、アジア随⼀のダリ所蔵美術館です。⾒所のひとつである建築は、中世の⾺⼩屋をイメージして建てられたそう。美術館の前に広がる池の⽔⾯に映る諸美は磐梯⼭の雄⼤な⾃然も相まって、絵画のような美しい景⾊です。 個⼈的に好きなポイントは、ダリを筆頭としたシュルレアリスム作品を常時⾒ることができる点です。2年前に訪れた時に、P.J.クルックのシュルレアリスティックな作品に出会い、ダリと同様、その不可思議な様⼦に⽬を奪われました。福島県に来られた際に、ぜひ⽴ち寄ってみてほしい美術館です。������������������������������������������������（⻄洋美術専攻・3年）

ACCESS

〒969-2701
�����郡北���

⼤�����ヶ�1093�23

開�時間

9:30〜17:00 
(����は閉�の30�前まで)

����休�中�〜2024年4⽉19⽇(金)
※2024年4⽉20⽇(⼟)から開�予�

ACCESS

���郡���前２丁⽬４

郡��⻄⼝�場

郡��（���）から

徒� �３�

福島県�郡⼭市【夢を開く⼼の扉】 私の地元、福島県の郡⼭駅前には緑の扉のモニュメントがあります。某⼈気アニメの「どこ○もドア」の⾊違い…ではありません。GReeeeNの名曲のひとつ「扉」をもとにGReeeeNにちなんだ緑⾊で作られたものです。今では全国的に有名ですが、実はメンバーの4⼈が出会ったのは郡⼭でした。そのため郡⼭は�GReeeeN結成の地”“第ニの故郷”と⾔われ、様々な繋がりがあります。 駅前の緑の扉は、プロジェクトの⼀環として2009年に作られたそうです。扉だけでなく、その⾜元には「歩み」という曲を連想させられるメンバーの⾜形、その近くには背もたれにメンバーの⼿形があって座ると背中を押してもらった気持ちになれるベンチなど、様々なメッセージのこもったモニュメントがあり、ファンの間では聖地のひとつとして知られています。それぞれ曲の歌詞に⾃分を重ね合わせながら実際に訪れることで、よりGReeeeNから勇気をもらえること間違いなしです！��           （古典芸能ゼミ・4年）�

各地のアート
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千葉県�千葉市【千葉市美術館】 千葉市美術館は「近世から近代の⽇本絵画と版画」「1945年以降の現代美術」「千葉市を中⼼とした房総ゆかりの作品」の3つを⼤きな柱とした美術館です。ネオ・ルネサンス様式の旧川崎銀⾏千葉⽀店を新しい建物で包み込むように設計され、建築としても優れた美術館です。さらに、開館25周年となる2020年7⽉に拡張リニューアルし、千葉市美術館の誇る所蔵作品を⾒ることが出来る常設展⽰室のほか、参加体験型のプロジェクトを⾏うアトリエ、開放感のある図書室などが増設されました。
��祖⺟の家から徒歩で⾏ける距離にあり、⼩さい頃からよく⾜を運びました。以前開催されていた企画展で様々な新版画を観賞した際に⾮常に感銘を受け、⽇本美術を勉強するきっかけのひとつとなりました。 駅からも歩いて⾏ける距離なので、千葉に来た際にぜひ訪れてみてはいかがでしょうか？          ��（⽇本美術専攻・3年）

ACCESS

〒260-0013 
千葉�中央�中央3-10-8

開�時間

10:00〜18:00 
（金・⼟ 〜20�00）

(����は閉�の30�前まで)

休�⽇

�⽉�1⽉�⽇（�⽇の場�は�⽇）
年末年�（12⽉29⽇〜1⽉3⽇）

他、メンテナンス⽇

ACCESS

�城�北�城�⼤津��浦727-2
JR常��・⼤津��よりタクシー�10�

開�時間

【4⽉〜9⽉】8:30〜17:30
【10・2・3⽉】8:30〜17:00
【11⽉〜1⽉】8:30〜16:30

※�場は閉�時間の30�前まで

茨城県�北茨城市�【六⾓堂】 茨城県北茨城市⼤津町五浦にある、六⾓形の建物。これは、近代⽇本美術の発展に⼤きく寄与した岡倉天⼼が思索の場所として設計したもので、現在は茨城⼤学五浦美術⽂化研究所が管理しています。晩年、天⼼はこの場所で静かに暮らし、釣りを楽しんだと⾔われています。
 六⾓堂は東⽇本⼤震災に伴う津波で⼟台だけを残し流出しましたが、1年後創建当初の姿が復元されました。なお、再建された六⾓堂の屋根中央の「宝珠」内には、海底から⾒つかった⽔晶が⼊れられています。流出により国の有形⽂化財の登録は抹消されてしまいましたが、再建後この景観は「岡倉天⼼旧宅・庭園及び⼤五浦・⼩五浦」として国の登録記念物に登録されました。 五浦の⾵景は、天⼼に何を思わせたのでしょうか。ぜひ訪れてみてください。           （⽇本美術専攻・3年）
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ACCESS

〒392-0027 
�野����湖岸�り1-13-28

開�時間

【4⽉〜9⽉】 9�00〜18�00
【10⽉〜3⽉】9�00〜17�00
(����は閉�の30�前まで)

休�⽇

�休

※2024年3⽉13⽇（�）〜15⽇（金）は
�⽰替えのため休�予�

ACCESS

〒440-0887 
愛知��橋�⻄⼩⽥��123�地

�橋�・��橋� ��

�橋�南⼝から徒��3�

開�時間

9:00〜22:00

休�⽇

�則�3⽉�⽇、年末年�

⻑野県�諏訪市【北澤美術館】��⻑野県諏訪湖畔にある北澤美術館。１階にはエミール・ガレやドーム兄弟、ルネ・ラリックのガラス⼯芸を、２階では現代⽇本画をゆったりと鑑賞できます。 ⼤学⼊学後コロナで上京できず気落ちしていた時に⾏き、⾮現実的で美しい作品に癒されていました。ガレの「ひとよ茸ランプ」に誘われるように展⽰室に⼊ると、黒い背景に⾊とりどりのガラス⼯芸が浮かびあがり、とても幻想的です。ジャポニスムから影響を受けた彼の作品には、植物や昆⾍のモチーフが多くあり、⽣き物への温かいまなざしが伝わってくるようでした。異国フランスで作られたのに、どこか懐かしい⾃然の⾵景が思い出されます。都会の喧騒を離れて⼼和ませたい⽅におすすめです。           （⽇本美術専攻・4年）

愛知県�豊橋市�【穂の国とよはし芸術劇場PLAT】 私は地元の劇場である「穂の国とよはし芸術劇場PLAT」を紹介します。美術品という訳ではありませんが、�アート�は⼈と⼈の交流を⽣む⾯があると思っているのでぜひ⽬を通していただきたいです。 この劇場は、市⺠の交流と創作活動の活性化を図るという⽬的で開館しました。ここでは⽬的問わず来館者が過ごしやすいように細部まで⼯夫が凝らされています。 そして何より素晴らしいと感じる点は、市⺠の⼈たちがアートに触れられる接点となる企画を提供しているところです。歌やダンス、その他諸々のワークショップを開催したり、プロの演出家を呼んで演劇を創り上げるプロジェクトを主催したりしています。オンラインの⽇常も広がり、⼈との関係性が希薄化している今、このような場があることをみなさんに知っていただきたいです。            （古典芸能ゼミ・３年）

各地のアート
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�京都府�京都市【京都府⽴堂本印象美術館】���1966年10⽉に堂本美術館として開館し、1991年に建物と作品が京都府へ寄贈され、翌年に京都府⽴堂本印象美術館として開館しました。この美術館は、京都市北区にあり、⾦閣寺や⿓安寺から近いため、是⾮観光の際に訪れることをオススメします。 ⼤正から昭和にかけて京都で活躍した⽇本画家・堂本印象が、美術館の外観から内装に⾄るまですべてデザインしています。そのため、印象の作品のみならず、建物⾃体を楽しむことができます。さらに、印象は⽇本画家でありながら、⻄洋画や中国絵画を学んでいるため、⽇本画にとらわれない作⾵、画題に挑戦しており、どの分野の美術が好きな⽅でも楽しめる美術館です。              （⽇本美術専攻・３年）

ACCESS

〒603-8355
�都��都�北�

平野上柳�26-3

開�時間

9:30〜17:00 
(����は閉�の30�前まで)

休�⽇

⽉�⽇（�休⽇の場�、�平⽇に） 
年末年�（12⽉28⽇〜1⽉4⽇）

この記事を通して⽇本各地のアートを巡ってきましたが、みなさまは『故郷のアート』として思い浮かぶ何かはありますか？みなさまにとっての故郷はどこでしょうか？
⽣まれた場所、育った場所、国、国籍。それぞれ違う軸にはなるかと思いますが、きっとどこかしらの⼟地や⼈々が頭を過ったのではないでしょうか。

 我々⽐芸の学⽣はここで紹介されたような美術館、モニュメント、劇場と様々なアートを⼼の中に置いて、⽇々の学びの原動⼒としています。形のあるものやないもの、それぞれが感じるアートの赴くままに感性を発揮し、美術・⾳楽・演劇映像とジャンルを跨いで探究していきます。そんな学⽣が紹介したスポットに興味を持っていただいたのならばぜひ、旅の⽬的地の⼀つにしていただけると幸いです。
�故郷とは⼼の拠り所だ。

誰が⾔った⾔葉というわけでもありませんが、みなさまの⼼が赴く場所でのアートを、⾒つけてみてはいかがでしょうか。
9
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夜
は
皆
さ
ん
に
と
ỵ
て
ど
の
よ
う
な
時
間

で
し
Ỹ
う
か
？ 

落
ち
着
く
こ
と
が
で
き
た
り
、
寂
し
く
感

じ
た
り
と
人
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
る
も
の
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。 

芸
術
に
お
い
て
も
夜
は
様
々
な
作
家
の
作

品
に
多
様
な
か
た
ち
で
登
場
し
ま
す
。 

そ
こ
で
今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
う
夜
と

関
連
す
る
作
品
を
比
芸
生
に
紹
介
し
て
も

ら
い
ま
し
た
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美術 
『
藤
原
保
昌
月
下
弄
笛
図
』 

明
治
の
浮
世
絵
師
で
あ
る
月
岡
芳
年
の
三
枚
続

の
作
品
。秋
の
夜
に
笛
を
吹
き
な
が
ら
帰
り
道
を
歩

く
保
昌
に
対
し
て
衣
服
を
奪
お
う
と
盗
賊
の
袴
垂

が
襲
お
う
と
す
る
。
し
か
し
、
保
昌
に
は
隙
が
な
く

手
が
出
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
家
に
つ
い
て
し
ま
う
。夜

空
の
落
ち
着
い
た
色
あ
い
の
中
で
明
る
い
色
の
衣

服
を
身
に
着
け
た
保
昌
が
印
象
的
で
背
後
に
輝
く

満
月
と
関
連
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。 

 

『
花
火
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
年 

谷
田
貝
昂
生 

日
本
の
木
版
画
で
あ
る
江
戸
の
浮
世
絵
は
時
代
が
経
つ
に

つ
れ
多
色
刷
が
中
心
に
な
り
、
明
治
期
に
は
よ
り
豊
か
な
色

彩
へ
と
発
展
す
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
同
時
代
に
生
き
た

パ
リ
の
芸
術
家
、
ヴ
Ỻ
ロ
ỿ
ト
ン
の
木
版
画
は
主
に
白
と
黒

の
二
色
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
。 

今
回
紹
介
す
る
『
花
火
』
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
パ
リ
万

博
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火
を
モ
デ
ル
と
し
た
作
品
で
あ

る
。
白
と
黒
の
二
色
で
あ
る
こ
と
が
花
火
の
光
と
夜
の
闇
と

の
明
暗
や
、
照
ら
さ
れ
た
人
々
の
表
情
を
際
立
た
せ
て
い
る
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音楽 
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lory B
ox
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三
年 

髙
麗
未
歩 

 

英
国
ブ
リ
ス
ト
ル
の
音
楽
グ
ル
ổ
プ
で
あ
る

Portishead

の
作
品
。
泣
き
笑
い
の
よ
う
な
寂
寞
感
溢

れ
る
ベ
ス
・
ギ
ボ
ン
ズ
の
ボ
ổ
カ
ル
に
ア
イ
ザ
ỿ
ク
・
ヘ

イ
ズ
の『IK

E'S R
A

P

』の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
が
絡
み
合
う
。

遊
び
相
手
で
は
な
く
女
と
し
て
本
気
で
愛
さ
れ
た
か
ỵ

た
と
い
う
痛
切
な
訴
え
は
日
々
の
不
自
由
を
代
弁
す
る

か
の
よ
う
で
不
思
議
な
安
ら
ぎ
を
我
々
に
与
え
て
く
れ

る
。
音
源
の
ミ
ニ
マ
ル
で
完
成
さ
れ
た
サ
ウ
ン
ド
は
勿

論N
Y

ロ
ổ
ズ
ラ
ン
ド
で
の
ラ
イ
ブver

も
必
聴
。 

プ
ỿ
チ
ổ
ニ『
ト
ス
カ
』よ
り「
星
は
光
り
ぬ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
年 

森
本
雪
絵 

 

プ
ỿ
チ
ổ
ニ
の
オ
ペ
ラ
『
ト
ス
カ
』
の
第3

幕
で
、
カ
ヴ
Ỻ
ラ
ド
ỿ
ジ
が
歌
う
ア
リ
ア
で

す
。
恋
人
で
あ
る
ト
ス
カ
と
引
き
離
さ
れ
、
処

刑
を
目
の
前
に
し
て
歌
う
曲
で
す
。
星
空
の

下
で
、
ト
ス
カ
へ
の
想
い
や
生
へ
の
渇
望
を

歌
う
こ
の
曲
は
、
テ
ノ
ổ
ル
の
名
曲
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演劇 『
エ
リ
ザ
ベ
ổ
ト
』 

♪
夜
の
ボ
ổ
ト 

オ
ổ
ス
ト
リ
ア
皇
后
エ
リ
ザ
ベ
ổ
ト
の
生
涯
を

描
い
た
ミ
ἁ
ổ
ジ
カ
ル
。
皇
帝
夫
婦
の
す
れ
違
う

様
を2

艘
の
ボ
ổ
ト
に
例
え
た
こ
の
曲
は
、
夜
の

寂
し
さ
や
切
な
さ
を
味
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。
彼
ら

の
愛
は
ど
こ
に
辿
り
着
く
の
か…
。
必
見
で
す
！ 

 

『
グ
レ
ổ
ト
・
ギ
ἀ
ツ
ビ
ổ
』 

♪
朝
日
の
昇
る
前
に 

三
年 
宇
津
城 

風
夏 

 

ス
コ
ỿ
ト
・F

・
ジ
ỽ
ラ
ル
ド
の
同
名
小
説

を
舞
台
化
し
た
作
品
。
主
人
公
の
ジ
ỽ
イ
・
ギ

ἀ
ツ
ビ
ổ
が
昔
の
恋
人
を
想
ỵ
て
歌
い
上
げ

る
こ
の
曲
は
、
夜
が
更
け
て
い
く
背
景
も
印

象
的
！
狂
騒
の20

年
代
に
酔
い
し
れ
て
み
る

の
は
い
か
が…

？ 

BD/DVD 販売元：(株)宝塚クリエイティブアーツ、2022 年。 

BD/DVD 販売元：東宝株式会社、2023 年。 



Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
聞
く
芸
術

C
h
a
tG

P
T

と
は
、O

p
e
n
A

I

が
開
発
し
た
、
人
工
知
能
を
使
っ
た
チ
ャ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
人
間
の
質
問
に
答
え
る
だ
け
で
な

く
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
た
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ー
ド
を
生
成
し
た

り
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

今
回
は
実
験
的
に
、C

h
a
tG

P
T

に
芸
術
作
品
に
つ
い
て
の
質
問
を
し
、
そ
の
答

え
が
適
し
て
い
る
と
い
え
る
の
か
、
添
削
を
行
っ
た
。
ま
た
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
他

の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「A

rt C
o

lle
c
tio

n

プ
ラ
グ
イ
ン
」
や
、

「E
x
tra

p
o
la

te
d

 A
rt

」
に
つ
い
て
調
査
し
、
芸
術
とA

I

に
つ
い
て
考
え
た
。

鳥
獣
戯
画
を
描
い
た
作
者
は
、
不
明
と
さ
れ
る
。
12
世
紀
頃
の
仏
画
、
図
像
と
共
通
し
た

特
徴
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
密
教
図
像
研
究
の
中
心
地
、
三
井
寺
に
長
く
居
た
鳥
羽

僧
正
覚
猷
を
作
者
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
巻
の
筆
致
、
画
風
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、
筆
者
が
１
人
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
鳥
獣

戯
画
』
の
作
者
は
未
だ
不
明
で
あ
る
た
め
、
こ
のC

h
a
tG

P
T

は
誤
っ
て
い
る
。

ま
た
、
藤
原
定
家
は
『
鳥
獣
戯
画
』
と
全
く
関
係
の
な
い
人
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
枕

草
子
』
の
作
者
は
清
少
納
言
で
あ
る
た
め
、
藤
原
定
家
に
つ
い
て
の
情
報
に
も
誤
り
が
あ

る
。
（
『
枕
草
子
』
に
イ
ラ
ス
ト
が
あ
る
と
い
う
の
も
誤
り
）
。C

h
a

tG
P

T

は
ア
メ
リ

カ
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
「
オ
ー
プ
ンA

I

」
が
開
発
し
た
ソ
フ
ト
で
あ
る
た
め
、
特
に
日
本

の
情
報
に
間
違
い
が
多
い
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、C

h
a
tG

P
T

に
覚
猷
に
つ
い
て
聞
い

た
と
こ
ろ
、
僧
侶
と
し
て
の
情
報
し
か
出
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
『
鳥
獣
戯
画
』
と
覚
猷

と
の
関
連
自
体
が
見
い
だ
せ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ
２
．
『
鳥
獣
戯
画
』
の
作
者
は
誰
で
す
か
？

Ａ
．
『
鳥
獣
戯
画
』(

ち
ょ
う
じ
ゅ
う
ぎ
が)

は
、
日
本
の
中
世
か
ら
江

戸
時
代
に
か
け
て
の
絵
巻
物
で
、
特
に
鳥
や
獣
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

で
す
。
こ
の
絵
巻
物
は
、
複
数
の
作
者
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
が
、

最
も
有
名
な
作
者
は
藤
原
定
家
（
ふ
じ
わ
ら
の
さ
だ
い
え
）
で
す
。

藤
原
定
家
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
か
け
て
活
躍
し

た
日
本
の
貴
族
で
、
文
化
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
鳥
獣
戯
画
は
、
彼
が

著
し
た
随
筆
集
で
あ
る
「
枕
草
子
」(

ま
く
ら
の
そ
う
し
）
に
収
録
さ

れ
た
イ
ラ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
絵
巻
物
は
、
鳥
や
獣

を
リ
ア
ル
に
描
く
と
同
時
に
、
彼
ら
の
行
動
や
生
態
を
詳
細
に
描
写
し

て
い
ま
す
。

・A
rt C

o
lle

c
tio

n

プ
ラ
グ
イ
ン
に
つ
い
て

A
rt C

o
lle

c
tio

n

プ
ラ
グ
イ
ン
と
は
、C

h
a
tG

P
T

が

提
供
す
る
ツ
ー
ル
の
一
種
で
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
の
美
術
作
品
を
探
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
検

索
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
情
報
は
、
作
品
の
タ
イ
ト

ル
や
作
者
、
制
作
年
、
素
材
、
サ
イ
ズ
、
そ
し
て
作

品
の
画
像
な
ど
、
非
常
に
詳
細
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

異
な
る
美
術
作
品
の
情
報
を
取
得
し
、
比
較
す
る
機

能
や
、
特
定
の
美
術
作
品
に
つ
い
て
深
く
調
査
す
る

こ
と
も
可
能
だ
と
い
う
。C

h
a
tG

P
T

で
芸
術
作
品

の
情
報
を
集
め
場
合
、
誤
っ
た
情
報
に
遭
遇
し
や
す

い
が
、A

rt C
o
lle

c
tio

n

プ
ラ
グ
イ
ン
は
比
較
的
正

し
い
情
報
が
得
ら
れ
る
た
め
、
う
ま
く
利
用
す
れ
ば

作
品
を
探
す
際
、
役
立
つ
こ
と
と
な
る
だ
ろ
う
。

・E
x
tra

p
o
la

te
d

 A
rt

に
つ
い
て

近
年
、A

I

の
技
術
を
活
用
し
て
、
写
真
に
写
っ
た
物

や
人
を
自
動
で
消
し
た
上
で
、
背
景
を
予
測
し
て
補

完
す
るA

I

編
集
技
術
が
発
達
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
修
正
の
技
能
を
応
用
し
て
絵
画
を
拡
張
す
る
の
が

「E
x
tra

p
o
la

te
d

 A
rt

」
と
呼
ば
れ
る
技
術
で
あ
る
。



C
h
atG

P
T

の
回
答
内
容
を
添
削
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
絵
画
に
つ
い
て
誤
っ

た
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
最
新
の
情
報
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
たA

I

に
よ
っ
て
、
絵
画
に
つ
い
て
調
査
し
た
り

の
誰
絵
画
を
描
い
た
り
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
従
っ
て
、

A
I

の
台
頭
は
、
答
え
の
な
い
芸
術
を
ぶ
私
た
ち
に
膨
大
な
情
報
を
提
供

し
て
く
れ
る
も
の
の
、
信
頼
性
に
欠
け
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
情
報

を
選
択
す
る
力
こ
れ
ま
で
よ
り
も
求
め
ら
れ
る
と
い
え
る
。

現
在
の
『
真
珠
の
耳
飾
り
の
少
女
』
の
背
景
は
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
て
お
ら

ず
、
黒
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
２
０
２
０
年
４
月
、

『
真
珠
の
耳
飾
り
の
少
女
』
を
所
蔵
す
る
マ
ウ
リ
ッ
ツ
ハ
イ
ス
美
術
館
が
、

同
作
に
対
し
初
の
科
学
的
調
査
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
事
実
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
見
何
も
な
い
背
景
に
緑
色
の
カ
ー
テ
ン
が
存
在
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
カ
ー
テ
ン
部
分
は
「
折
り
重
な
っ
た
布
地
」

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
数
世
紀
の
間
に
黒
く
色
あ
せ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
カ
ー
テ
ン
以
外
に
も
、
少
女
の
目
の
周
り
に
は
肉
眼
で
は
見
え
な
い

小
さ
な
ま
つ
げ
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
解
明
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
結
果
は

日
本
で
も
話
題
と
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
た
め
、

C
h

a
tG

P
T

が
知
っ
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
て
質
問
し
た
。

し
か
し
、
結
果
は
「
カ
ー
テ
ン
は
確
認
で
き
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

筆
者
が
使
用
し
たC

h
a
tG

P
T

3.

5
に
は
２
０
２
２
年
１
月
ま
で
の
情
報
が

反
映
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
２
０
２
０
年
の
『
真
珠
の
耳
飾

り
の
少
女
』
の
調
査
に
つ
い
て
聞
い
て
も
、
調
査
が
存
在
し
た
こ
と
を
確
認

で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、C

h
a

tG
P

T

は
更
新
ま
で
の
情
報
を
網

羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
他
の
作
品
に
つ
い
て
も
聞
い
た
と
こ
ろ
、C

h
a

tG
P

T

は
作
品
を
説

明
す
る
と
き
、
作
品
の
筆
者
、
描
か
れ
て
い
る
も
の
、
（
作
品
に
関
す
る
ポ

イ
ン
ト
を
箇
条
書
き
）
、
作
品
が
与
え
る
印
象
や
特
徴
の
順
番
で
回
答
す
る

こ
と
が
多
い
と
分
か
っ
た
。

Ｑ
２
．
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
『
真
珠
の
耳
飾
り
の
少
女
』
に
は
カ
ー
テ
ン
が
描

か
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
『
真
珠
の
耳
飾
り
の
少
女
』
に
は
、
絵
画
の
背
景
に
カ
ー
テ
ン
が
描
か

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
絵
画
は
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
制

作
さ
れ
た
も
の
で
、
女
性
の
肖
像
が
美
し
い
光
と
影
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

背
景
は
暗
い
空
間
で
、
女
性
の
服
や
宝
石
が
光
り
輝
く
中
で
、
彼
女
の
表
情

や
ポ
ー
ズ
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
作
品
は
一
般
的
に
細
密
画
で
知
ら
れ
て
お
り
、
彼
が
描
く

背
景
や
空
間
も
慎
重
に
緻
密
に
作
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
特
定
の
作

品
に
お
い
て
カ
ー
テ
ン
は
観
察
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
作
品
の
色
彩
、
筆
致
、
図
像
を
パ
タ
ー
ン
化

す
る
こ
と
で
、
拡
張
し
た
世
界
を
構
築
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
技
術
はA

d
o
b
e
 P

h
o
to

s
h
o
p

に
搭
載
さ

れ
て
い
る
た
め
、
特
別
な
技
術
を
必
要
と
せ
ず
、
誰

で
も
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
う
ま
く

い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。

フィンセント・ファン・ゴッホ『ローヌ川の星月夜』



有名すぎるアート

鮮
や
か
で
繊
細
に
描
き
込
ま
れ
た
植
物
。

川
に
浮
か
ん
で
い
る
の
は
、
ウ
ェ
ー
ブ
の
艶

や
か
な
髪
を
広
げ
た
、
真
っ
白
な
顔
に
赤
い

唇
の
少
女
。
《
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
》
は
、
最
近

の
美
術
関
連
の
書
籍
で
も
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、

一
度
は
見
た
こ
と
が
あ
る
人
は
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
作
者
のJ
・E

・
ミ
レ
イ
は
、

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
形
式
的
な
ア
カ
デ

ミ
ー
芸
術
に
反
発
し
、
純
粋
な
芸
術
を
求
め
、

自
然
を
あ
り
の
ま
ま
の
美
し
さ
で
誠
実
に
描

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
芸
術
集
団
で
あ
る
ラ

フ
ァ
エ
ル
前
派
の
一
員
で
あ
っ
た
。
主
題
も
、

か
の
有
名
な
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
『
ハ
ム

レ
ッ
ト
』
で
あ
る
。

実
は
、
こ
の
《
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
》
に
魅
了

さ
れ
た
明
治
期
の
文
人
が
い
た
。
英
文
学
者

で
あ
り
小
説
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
夏
目
漱

石
で
あ
る
。

漱
石
は
、
『
草
枕
』
に
お
い
て
、
こ
の

《
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
》
を
印
象
的
に
描
い
て
い

る
。
「
ミ
レ
ー
の
オ
フ
エ
リ
ア
も
、
こ
う
観

察
す
る
と
大
分
美
し
く
な
る
。
（
略
）
そ
れ

で
両
岸
に
い
ろ
い
ろ
な
草
花
を
あ
し
ら
っ
て
、

水
の
色
と
流
れ
て
い
く
人
の
顔
の
色
と
、
衣

服
の
色
に
、
落
ち
着
い
た
調
和
を
と
っ
た
な

ら
、
由
主
度
画
に
な
る
に
相
違
な
い
。
」
こ

れ
は
画
工
で
あ
る
主
人
公
が
、
湯
に
浸
か
り

な
が
ら
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
の
こ
と
を
想
像
す
る

シ
ー
ン
で
あ
る
。

《
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
》
か
ら
、
細
部
の
描
写

や
女
性
像
、
色
彩
に
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
の

精
神
を
見
出
し
て
、
単
な
る
作
家
の
趣
味

に
は
止
ま
ら
な
い
ほ
ど
に
見
事
に
文
学
に

昇
華
し
て
い
る
。

《
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
》
は
海
を
超
え
、
ジ
ャ

ン
ル
を
超
え
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
前
派
と
い
う

芸
術
の
精
神
と
感
性
を
東
洋
の
島
国
に
生

ま
れ
た
一
人
の
作
家
に
与
え
て
い
た
の
で

あ
る
。

【
参
考
文
献
】

・
ロ
ー
ラ
ン
ス
・
デ
・
カ
ー
ル
著
、
高
階

秀
爾
監
修
、
村
上
尚
子
訳
『
ラ
フ
ァ
エ
ル

前
派
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
幻
視
者
た

ち
』
創
元
社
、2

0
01

年

・
稲
垣
瑞
穂
『
漱
石
と
イ
ギ
リ
ス
の
旅
』

吾
妻
書
房
、1

9
87

年

ジョン・エヴァレット・ミレイ《オフィーリア》1852年、油彩、
カンバス、76.2cm×111.8cm、テート・ブリテン、ロンドン

《オ
フ
ィ
ー
リ
ア
》

に
魅
了
さ
れ
た
日
本
人

樋
口
茉
莉
さ
ん

［小
林
ゼ
ミ
（西
洋
美
術
）］

イ
ギ
リ
ス
の
美
術
館
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
《
ア
ル
ノ
ル
フ
ィ
ー
ニ
夫
妻

像
》
は
、
画
題
の
夫
婦
の
背
景
に
描
か
れ
た
、
凸

面
鏡
の
存
在
が
特
に
有
名
で
す
。
実
際
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
み
ん
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
掲
げ
鏡
の
部
分
を
拡
大
し
て
撮
る
ほ
ど
。
そ
ん

な
鏡
の
中
に
は
画
家
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
の

姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
存
在
を
主
張

し
て
こ
な
か
っ
た
画
家
の
存
在
が
主
張
し
始
め
た

作
品
な
の
で
す
。

さ
て
《
ア
ル
ノ
ル
フ
ィ
ー
ニ
夫
妻
像
》
で
も
鏡

の
他
に
も
様
々
な
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
中
で
も
夫
妻
の
頭
上
に
描
か
れ
た

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
の
存
在
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
を
よ
く
見
る
と
、

ろ
う
そ
く
は
１
本
し
か
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
「
ろ

う
そ
く
１
つ
が
部
屋
を
照
ら
す
」
と
い
う
構
図
は

キ
リ
ス
ト
が
世
界
を
照
ら
す
と
い
う
宗
教
観
を
表

し
た
も
の
。
ろ
う
そ
く
は
夫
側
に
描
か
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
夫
妻
の
手
元
を
見
る
と
そ
の
答
え

が
わ
か
り
ま
す
。
夫
に
自
ら
の
手
を
重
ね
る
妻
の

手
元
の
構
図
は
相
手
に
身
を
委
ね
る
意
図
を
表
す

た
め
、
キ
リ
ス
ト
に
導
か
れ
る
人
々
の
姿
を
示
し

て
い
る
の
で
す
。
身
を
委
ね
ら
れ
る
側
で
あ
る
夫

を
疑
似
的
に
キ
リ
ス
ト
と
重
ね
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

ろ
う
そ
く
は
左
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

《
ア
ル
ノ
ル
フ
ィ
ー
ニ
夫
妻
像
》
に
は
シ
ャ
ン

デ
リ
ア
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
モ
チ
ー
フ
が
隠
れ

て
い
ま
す
。
是
非
こ
の
名
画
に
描
か
れ
た
寓
意
を

見
つ
け
出
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ヤ
ン
・フ
ァ
ン
・エ
イ
ク

《ア
ル
ノ
ル
フ
ィ
ー
ニ
夫
妻
像
》

上
杉
七
海
さ
ん

［水
野
ゼ
ミ
（西
洋
美
術
）］

美術、音楽、演劇の各分野のゼミ生から、
「自分の考える有名すぎるアート」をプレゼンしてもらいました！
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尾
形
光
琳
の
描
い
た
「
風
神
雷
神
図
屏
風
」
は
、

右
側
に
風
神
、
左
側
に
雷
神
が
描
か
れ
た
2
双
1
曲

の
屏
風
で
あ
る
。
風
や
雷
と
い
っ
た
、
人
間
に
は
抗

え
な
い
自
然
の
大
き
な
力
を
、
神
の
姿
を
借
り
て
描

い
て
い
る
。
ま
た
、
も
と
も
と
俵
屋
宗
達
が
描
い
た

国
宝
「
風
神
雷
神
図
屏
風
」
（
京
都
・
建
仁
寺
蔵
）

を
、
光
琳
が
忠
実
に
模
写
し
た
作
品
と
さ
れ
る
。
実

は
、
作
品
保
存
の
た
め
、
表
と
裏
に
分
け
ら
れ
、
現

在
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
屏
風
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
作
品
の
裏
面
に
は
酒
井
抱
一
の
「
夏
秋
草
図
屏

風
」
が
あ
り
、
抱
一
が
あ
と
か
ら
描
き
加
え
た
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
左
右
を
入
れ
替
え
た
「
夏
秋

草
図
屏
風
」
を
「
風
神
雷
神
図
屏
風
」
に
重
ね
て
み

る
と
、
新
た
な
図
像
が
生
ま
れ
る
。
雷
神
と
風
神
の

足
元
に
は
夏
秋
草
が
置
か
れ
、
被
ら
な
い
よ
う
に
配

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
雷
神
の
側
に
は
雨
に
打
た
れ

た
夏
草
が
、
風
神
の
側
に
は
、
風
神
が
巻
き
起
こ
し

た
風
に
吹
か
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
秋
草
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

抱
一
は
光
琳
の
「
風
神
雷
神

図
屏
風
」
に
沿
っ
て
「
夏
秋

草
図
屏
風
」
を
描
い
た
と
い

う
説
も
あ
る
。

尾
形
光
琳

《風
神
雷
神
図
屛
風
》

小
田
部
真
於
さ
ん

［出
光
ゼ
ミ
（日
本
・東
洋
美
術
）］

前
に
述
べ
た
『
夏
秋
草
図
屏
風
』(

江
戸
時

代
、
19
世
紀)

は
、
雨
に
見
舞
わ
れ
る
夏
草
と

強
風
に
靡
く
秋
草
を
描
い
た
酒
井
抱
一
の
作

品
で
あ
る
。
夏
草
図
は
、
夕
立
に
打
た
れ
る

草
木
の
様
子
を
水
を
用
い
て
描
き
，
秋
草
図

は
、
風
に
打
た
れ
る
山
葡
萄
の
紅
葉
を
描
い

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
雨
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
さ
れ
て
き
た
夏
草
図
上
部
の
川
を
よ
く

観
察
す
る
と
、
7
つ
の
小
さ
な
点
が
見
受
け

ら
れ
る
。
こ
れ
が
北
斗
七
星
＝
天
の
川
で
あ

る
と
い
う
説
が
、
と
あ
る
学
生
に
よ
っ
て
提

唱
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
作

品
は
「
乞
巧
奠
」
と
い
う
七
夕
行
事
で
用
い

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
未
だ
は
っ
き
り
と
は
解
明
さ
れ
て
お
ら

ず
、
引
き
続
き
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
作
の
下
絵
が
発
見
さ
れ
、
共

に
見
つ
か
っ
た
張
り
紙
の
内
容
か
ら
、
一
橋

家
の
注
文
に
よ
り
抱
一
が
文
政
4
年
（
１
８

２
１
）
に
描
い
た
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
と
な
っ

た
。 酒

井
抱
一

《夏
秋
草
図
屏
風
》

山
中
彩
穂
吏
さ
ん

［出
光
ゼ
ミ
（日
本
・東
洋
美
術
）］

ラ
フ
ァ
エ
ロ
の≪

ア
テ
ネ
の
学
堂≫

。
歴
史
の
教
科

書
な
ど
で
一
度
は
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ヴ
ァ
チ
カ
ン
宮
殿
内
の
四
つ
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
間
、
そ

の
中
の
署
名
の
間
に
描
か
れ
た
四
枚
の
壁
画
の
う
ち
最

も
有
名
な
作
品
で
あ
る
。
そ
の
四
作
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ

の
精
神
を
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
引
き
寄
せ
、
融
合
さ
せ

た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
は
天
井
画
と
リ
ン
ク
し
て
詩
学
・
法

学
・
哲
学
・
神
学
を
表
し
、≪

ア
テ
ネ
の
学
堂≫

は
哲

学
に
相
当
す
る
。

テ
ー
マ
の
通
り
、
作
品
に
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー

マ
時
代
の
哲
学
者
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
心
に
い
る
プ

ラ
ト
ン
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
始
め
、
現
在
も
考
察
が

な
さ
れ
て
い
る
哲
学
者
た
ち
の
姿
は
、
古
代
ロ
ー
マ
風

の
ア
ー
チ
の
下
シ
ン
メ
ト
リ
ー
に
近
い
構
図
で
配
置
さ

れ
て
い
る
。
ル
ネ
サ
ン
ス
三
大
画
家
の
一
人
に
数
え
ら

れ
る
ラ
フ
ァ
エ
ロ
の
技
術
は
、
も
ち
ろ
ん
穏
や
か
で
精

緻
な
人
物
表
現
に
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
が
、
背

景
の
精
巧
な
遠
近
法
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
ル
ネ
サ

ン
ス
は
遠
近
法
が
発
展
し
た
時
代
で
あ
る
。≪

モ
ナ
・

リ
ザ≫

の
空
気
遠
近
法
、≪

最
後
の
晩
餐≫

の
線
遠
近

法
と
、
レ
オ
ナ
ル
ド
も
採
用
し
た
手
法
の
内
、
ラ
フ
ァ

エ
ロ
が
こ
の
作
品
で
取
ら
れ
て
い
る
の
は
線
遠
近
法
で

あ
っ
た
。
彼
は
作
品
の
制
作
段
階
で
未
完
だ
っ
た
サ

ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
の
完
成
図
を
基
に
、
こ
の
背
景

の
建
造
物
を
描
い
た
。
五
メ
ー
ト
ル×

七
メ
ー
ト
ル
も

あ
る
こ
の
作
品
と
同
じ
大
き
さ
の
下
絵
か
ら
制
作
し
、

彼
は
ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
で
培
わ
れ
た
技
術
の
粋
と
な
る

絵
画
を
描
き
上
げ
た
の
だ
。

木
村
美
陽
さ
ん

［水
野
ゼ
ミ
（西
洋
美
術
）］

ラ
フ
ァ
エ
ロ

《ア
テ
ネ
の
学
堂
》
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二
枚
の
画
面
に
わ
た
る
ほ
ど
巨
大
で
、
今
に
も
人
間
に
襲
い
掛

か
り
そ
う
な
骸
骨
に
見
覚
え
が
あ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
不
気
味
さ
と
迫
力
を
感
じ
さ
せ
る
一
体
の
巨
大
な
骸

骨
が
印
象
的
な
こ
の
浮
世
絵
は
江
戸
後
期
に
活
躍
し
た
浮
世
絵
師
、

歌
川
国
芳
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
『
相
馬
の
古
内
裏
』
で
す
。
こ
の

作
品
は
現
在
は
廃
墟
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
平
将
門
の
か
つ
て
の
屋

敷
を
舞
台
に
諸
国
武
者
修
行
中
の
大
宅
太
郎
光
国
と
平
将
門
の
遺

児
で
、
妖
術
を
操
る
滝
夜
叉
姫
が
戦
う
場
面
を
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
時
代
の
読
本
『
全
知
安
方
忠
義
伝
』
に
取
材
し
、
歌

川
豊
国
が
描
い
た
2
つ
の
挿
絵
を
組
み
合
わ
せ
て
描
か
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
実
は
元
の
読
本
の
挿
絵
に
は
無
数
の
骸
骨
が
描

か
れ
て
お
り
、
一
体
の
巨
大
な
骸
骨
は
登
場
し
な
い
の
で
す
。
国

芳
は
無
数
の
骸
骨
を
大
胆
に
も
一
体
の
巨
大
な
骸
骨
に
集
約
さ
せ

る
こ
と
で
迫
力
の
あ
る
画
面
を
生
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
骸

骨
の
白
色
と
画
面
全
体
の
色
彩
の
対
比
、
西
洋
の
人
体
の
解
剖
図

を
参
考
に
し
た
よ
う
な
骸
骨
の
リ
ア
ル
な
描
写
な
ど
特
筆
す
べ
き

点
が
い
く
つ
も
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
国
芳
の
創
意
工
夫
が
う
か
が

え
ま
す
。

歌川国芳筆『相馬の古内裏』 弘化 2，3 年（1845～46）頃東京富士美術館蔵
大判錦絵三枚続左：37.4×25.1cm 中：37.4×25.4cm 右：37.5×25.9cm

歌川豊国 筆『善知安方忠義伝』
大宅太郎光国、相馬の旧御所にいたり、
妖怪をこころむ。
其二文化3年（1806年）19.2cm×13.2cm

歌川豊国筆『善知安方忠義伝』
大宅太郎光国、相馬の旧御所にいたり、
妖怪をこころむ。
其七文化 3 年（1806 年）
19.2cm×13.2cm

《相
馬
の
古
内
裏
》

谷
田
貝
昂
生
さ
ん

［津
田
ゼ
ミ
（日
本
・東
洋
美
術
）］

筆
者
が
こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
時
点
で
、
誌
面
に

写
真
か
挿
絵
み
た
い
な
も
の
が
載
っ
て
い
る
の
か
ど
う

か
分
か
ら
な
い
が
、
そ
ん
な
も
の
が
な
く
と
も
「
奈
良

の
大
仏
」
と
言
わ
れ
れ
ば
誰
も
が
思
い
浮
か
べ
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
「
有
名
す
ぎ
る
作
品
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
皆
さ
ん
書
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
誰
よ

り
も
有
名
な
も
の
を
引
っ
張
り
出
し
て
き
た
自
信
が
あ

る
。
奈
良
の
一
大
観
光
名
所
で
あ
る
大
仏
だ
が
、
実
は

最
初
か
ら
今
の
形
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
奈
良
時
代
、

聖
武
天
皇
の
発
願
で
造
ら
れ
た
大
仏
は
、
８
５
５
年
の

地
震
や
平
重
衡
に
よ
る
南
都
焼
討
、
戦
国
時
代
の
争
乱

と
い
っ
た
災
難
に
見
舞
わ
れ
、
損
壊
と
修
復
を
繰
り
返

し
て
き
た
。
つ
ま
り
今
現
在
、
私
た
ち
が
見
る
こ
と
の

で
き
る
大
仏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
大
仏
を
守
ろ
う

と
し
て
き
た
人
々
の
歴
史
の
積
み
重
ね
で
あ
る
と
い
う

こ
と
な
の
だ
。
諸
説
あ
る
が
、
大
ま
か
に
脚
部
と
台
座

の
み
が
建
立
当
初
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
以
外

は
後
代
の
補
修
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ

ら
の
災
難
が
す
べ
て
悪
い
こ
と
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

平
重
衡
に
よ
る
南
都
焼
討
か
ら
の
復
興
は
運
慶
を
は
じ

め
と
す
る
慶
派
仏
師
た
ち
の
活
躍
の
場
と
も
な
っ
た
。

悠
久
の
時
を
過
ご
し
て
き
た
大
仏
が
目
に
し
た
で
あ
ろ

う
歴
史
の
重
み
を
感
じ
な
が
ら
、
も
う
一
度
奈
良
の
大

仏
を
見
に
行
か
れ
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に

大
仏
殿
へ
向
か
う
途
中
の
南
大
門
の
脇
に
は
ア
リ
ジ
ゴ

ク
が
生
息
し
て
い
て
、
コ
ツ
を
掴
め
ば
捕
獲
で
き
る
。

東
大
寺
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト

h
ttp

s://w
w

w
.to

d
aiji.o

r.jp
/in

fo
rm

atio
n

/d
aib

u
tsu

d
en

/

吉
本
伊
吹
さ
ん

［津
田
ゼ
ミ
（日
本
・東
洋
美
術
）］

奈
良
の
大
仏

（東
大
寺
大
仏
殿
廬
舎
那
仏
座
像
）
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こ
の
文
章
を
読
む
方
の
多
く
は
、
小
さ
い
頃
に
《
む

す
ん
で
ひ
ら
い
て
》
と
い
う
曲
を
、
友
だ
ち
同
士
や
親

子
で
よ
く
歌
っ
て
踊
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
僕
も
幼
稚
園
の
頃
、
そ
う
い
う
陽
気
で
快
活
な
同

級
生
た
ち
を
横
目
に
、
教
室
の
隅
で
陰
に
隠
れ
て
本
を

読
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
曲
を
つ
く
っ
た
と
さ
れ
る
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
思
想
の
提
唱
者
、
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
で

あ
る
と
い
う
の
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
『
社
会
契
約

論
』
を
著
し
た
哲
学
者
・
思
想
家
と
し
て
の
側
面
は
有

名
で
す
が
、
彼
が
作
曲
家
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

初
め
て
知
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
彼
は
実
際
、
音
楽
家
と
し
て
も
華
々
し
い

功
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
記
譜
法
を
発

明
し
、
そ
の
普
及
を
目
指
し
て
パ
リ
に
上
京
。
フ
ラ
ン

ス
啓
蒙
思
想
の
集
大
成
『
百
科
全
書
』
に
は
多
数
の
音

楽
用
語
の
項
目
を
寄
稿
し
、
彼
独
自
の
音
楽
辞
典
も
刊

行
。
ま
た
生
涯
に
わ
た
っ
て
作
曲
活
動
も
行
い
、
晩
年

は
「
オ
テ
ロ
」
の
「
柳
の
歌
」
を
作
曲
中
に
死
を
迎
え

る
。
彼
の
人
生
は
常
に
音
楽
と
と
も
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
特
に
成
功
を
収
め
た
の
が
オ
ペ
ラ

《
村
の
占
い
師
》
で
あ
り
、
も
と
は
幕
間
劇
で
あ
っ
た

も
の
が
国
王
ル
イ
15
世
の
前
で
上
演
さ
れ
、
単
独
の
オ

ペ
ラ
と
し
て
西
欧
、
ア
メ
リ
カ
各
地
で
上
演
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
作
品
の
第
8
場
に
あ
て
ら
れ
た
曲
が
、
か
の

《
む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
》
の
原
曲
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

僕
が
幼
稚
園
生
の
当
時
に
読
ん
で
い
た
本
が
『
ル
ソ
ー

全
集
』
だ
っ
た
ら
、
《
む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
》
を
歌
う

園
児
た
ち
と
ル
ソ
ー
の
思
想
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
友

人
を
つ
く
れ
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、
悔
や
ん
で

も
悔
や
み
き
れ
ま
せ
ん
。

童
謡
・唱
歌
《む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
》

南
直
冴
さ
ん

［那
須
ゼ
ミ
（西
洋
音
楽
）］

「
バ
ッ
ハ
の
曲
の
冒
頭
を
歌
っ
て
く
だ
さ
い
」
こ

ん
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
ら
、
お
そ
ら
く
こ
の

曲
が
１
位
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
タ
イ

ト
ル
を
見
て
何
の
曲
？
と
思
わ
れ
た
み
な
さ
ん
も
、

多
分
こ
れ
で
ど
の
曲
か
お
分
か
り
で
し
ょ
う
。
印
象

的
な
フ
レ
ー
ズ
か
ら
始
ま
る
こ
の
曲
は
、
バ
ッ
ハ
の

作
品
と
し
て
も
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
名
曲
と
し
て
も

大
変
有
名
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
実
は
バ
ッ
ハ
の
作
品
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
説
が
あ
る
の
も
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
は
、
も
と
も
と
オ
ル
ガ
ン
の
た

め
の
曲
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
説
ま
で
あ
る
の
で
す
。

理
由
と
し
て
は
、
そ
の
他
の
バ
ッ
ハ
作
品
と
の
相
違

点
が
多
い
点
、
バ
ッ
ハ
の
作
品
に
は
珍
し
い
こ
と
で

は
な
い
も
の
の
自
筆
譜
が
残
っ
て
い
な
い
点
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
っ
た
い
真
相
は
ど
う
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
機
会
に
、
み
な
さ
ん
も

バ
ッ
ハ
作
品
を
聴
き
比
べ
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

J.S

バ
ッ
ハ

《ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ガ

ニ
短
調
》

椎
名
珊
瑚
さ
ん

［那
須
ゼ
ミ
（西
洋
音
楽
）］

私
が
紹
介
す
る
作
品
は
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
に

よ
り
作
曲
さ
れ
た
〈
月
の
光
〉
と
い
う
曲
で
す
。

誰
も
が
一
度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う

こ
の
曲
は
、
『
ベ
ル
ガ
マ
ス
ク
組
曲
』
と
い
う

ピ
ア
ノ
曲
集
の
第
3
曲
で
す
。
曲
名
に
も
な
っ

て
い
る
月
の
光
は
、
詩
人
ヴ
ェ
ル
エ
ー
ヌ
の
詩

集
で
あ
る
『
艶
な
る
宴
』
の
「
月
の
光
」
と
い

う
詩
が
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ヴ
ェ
ル
エ
ー

ヌ
の
哀
し
み
が
入
り
混
じ
っ
た
世
界
観
を
描
い

た
こ
の
曲
は
今
も
人
気
が
あ
り
ま
す
が
、
実
は
、

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
こ
の
以
前
に
も
「
月
の
光
」

を
基
に
し
た
別
の
歌
曲
を
創
作
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
詩
を
気

に
入
っ
た
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
、
初
め
に
、
親
交

の
あ
っ
た
ヴ
ァ
ニ
エ
夫
人
に
献
呈
す
る
歌
曲
の

中
で
こ
の
詩
を
用
い
ま
す
。
そ
し
て
、
１
８
９

１
年
に
な
る
と
、
こ
の
曲
は
ヴ
ェ
ル
エ
ー
ヌ
の

詩
集
『
艶
な
る
宴
』
に
よ
る
歌
曲
集
の
一
曲
と

し
て
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か

ら
も
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
が
ど
れ
だ
け
こ
の
詩
に
惹

か
れ
て
い
た
か
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
ヴ
ェ
ル

エ
ー
ヌ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
重
視
し
た
観
念
的
な

表
現
は
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
、
規
則
に
と
ら
わ

れ
ず
に
純
粋
な
美
し
さ
を
追
及
す
る
、
と
い
う

音
楽
へ
の
姿
勢
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
美
し
い
表
現
を
徹
底
的
に
追
い
求

め
て
、
優
雅
さ
と
哀
し
み
が
一
体
と
な
っ
た
絶

妙
な
雰
囲
気
の
曲
を
作
り
上
げ
た
こ
と
が
、
今

も
〈
月
の
光
〉
が
多
く
の
人
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

〈月
の
光
〉

税
所
航
紀
さ
ん

［広
瀬
ゼ
ミ
（西
洋
音
楽
）］
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ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
ヴ
ァ
ン

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

《交
響
曲
第
9
番
ニ
短
調

合
唱
付
き
》

私
が
紹
介
す
る
有
名
す
ぎ
る
ア
ー
ト
作

品
は
、
誰
も
が
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
年
末

の
定
番
曲
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
ヴ
ァ
ン

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
《
交
響
曲
第
９
番

ニ
短
調

合
唱
付
き
》
で
す
。
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
が
１
番
最
後
に
作
っ
た
交
響
曲
が

こ
の
第
九
で
、
実
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

史
の
な
か
で
交
響
曲
第
９
番
は
呪
わ
れ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
実
際
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
や
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
と
い
っ

た
歴
史
に
名
を
遺
す
音
楽
家
た
ち
は
、
交

響
曲
第
９
番
を
発
表
し
た
の
ち
に
次
々
と

死
亡
し
て
い
る
の
で
す
。
本
当
に
呪
い
な

の
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
共
通

し
て
第
１
０
番
を
作
曲
で
き
ず
死
ん
で
し

ま
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
何
故
な
の
か
気

に
な
り
ま
す
。
こ
の
曲
の
第
４
楽
章
に
登

場
す
る
歓
喜
の
歌
は
誰
も
が
１
度
は
耳
に

し
た
こ
と
の
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
第
１
楽
章
か
ら
３
楽
章
も
そ
れ

ぞ
れ
個
性
的
で
ほ
と
ん
ど
耳
が
聞
こ
え
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
が
作
っ
た
と
は
思
え
な
い
魅
力
的
な
音

楽
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
全

楽
章
を
通
し
て
聴
い
て
み
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

岡
田
の
の
か
さ
ん

［広
瀬
ゼ
ミ
（西
洋
音
楽
）］

ア
フ
リ
カ
の
広
大
な
サ
バ
ン
ナ
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
物
語
、
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
『
ラ
イ
オ
ン

キ
ン
グ
』
は
、
読
者
の
皆
様
に
も
お
な
じ
み
の
作
品

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
作
は
、1

997

年
に
演
出

家
ジ
ュ
リ
ー
・
テ
イ
モ
ア
に
よ
っ
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

化
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
初

演
を
迎
え
て
い
ま
す
。19

98

年
に
は
「
最
優
秀

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
賞
」
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
栄
誉

あ
る
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
高
い
評
価
を
受
け
、
世

界
各
国
で
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
、1

9
98

年12

月2
0

日
に
劇
団
四
季
に

よ
っ
て
公
演
が
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
も
ロ
ン
グ
ラ
ン

公
演
を
続
け
る
不
動
の
人
気
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
皆
様
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ラ
イ
オ
ン
キ

ン
グ
』
に
“
ご
当
地
な
ら
で
は
の
演
出
”
が
あ
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
愉
快
な
仲
間
で
あ
る

ミ
ー
ア
キ
ャ
ッ
ト
の
テ
ィ
モ
ン
と
イ
ボ
イ
ノ
シ
シ
の

プ
ン
バ
ァ
は
、
東
京
公
演
で
は
「
江
戸
弁
と
女
言

葉
」
、
札
幌
公
演
で
は
「
北
海
道
弁
」
、
名
古
屋
公

演
で
は
「
名
古
屋
弁
」
、
大
阪
公
演
で
は
「
大
阪

弁
」
と
い
う
よ
う
に
公
演
地
に
馴
染
み
の
あ
る
口
調

で
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

1
9
9
7

年
の
初
演
時
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
訛
り
の
英
語

が
用
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
「
一
貫
し
た
信
念
」
と
し

て
日
本
で
も
訛
り
の
演
出
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
”
ご
当
地
な
ら
で
は
の
訛

り
”
が
テ
ィ
モ
ン
と
プ
ン
バ
ァ
の
親
し
み
や
す
い
雰

囲
気
に
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

い
つ
も
と
違
う
公
演
地
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ラ
イ
オ

ン
キ
ン
グ
』
を
観
劇
し
に
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

眞
仁
田
莉
子
さ
ん

［井
上
ゼ
ミ
（西
洋
演
劇
）］

『ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
』

悲
恋
の
物
語
と
い
え
ば
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

か
？
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
『
ロ
ミ
オ

と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
お
お
ロ
ミ
オ
、
あ
な
た

は
ど
う
し
て
ロ
ミ
オ
な
の
」
と
い
う
あ
ま
り
に
有
名

す
ぎ
る
セ
リ
フ
は
一
人
歩
き
を
し
て
い
ま
す
し
、
周

囲
の
反
対
が
か
え
っ
て
恋
に
盲
目
に
さ
せ
て
し
ま
う

“
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
効
果
”
と
い
う
心
理
現

象
用
語
が
あ
る
ほ
ど
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
有
名
で
す
。

仮
面
舞
踏
会
で
許
さ
れ
ぬ
出
会
い
を
し
た
二
人
は
、

運
命
に
翻
弄
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
死
へ
と
転
げ
落
ち

て
い
き
ま
す
。
二
人
を
応
援
し
て
い
た
神
父
の
提
案

で
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
仮
死
状
態
に
な
り
迎
え
に
来

た
ロ
ミ
オ
と
駆
け
落
ち
を
す
る
計
画
で
し
た
が
、
肝

心
の
計
画
の
連
絡
が
届
か
な
か
っ
た
ロ
ミ
オ
は
本
当

に
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
勘
違
い
し
、

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
横
で
自
殺
し
ま
す
。
そ
し
て
目
覚

め
た
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
自
分
の
隣
で
息
絶
え
て
い
る

ロ
ミ
オ
を
見
て
、
同
じ
く
自
殺
を
し
て
し
ま
う
の
で

す
。戯

曲
を
元
に
、
バ
レ
エ
、
オ
ペ
ラ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
と
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
二
人
が
出
会
っ
て

か
ら
死
ぬ
ま
で
の
期
間
は
な
ん
と
わ
ず
か
５
日
！
５

日
程
度
の
恋
に
身
を
焦
が
し
あ
っ
さ
り
命
を
落
と
す

な
ん
て
も
っ
た
な
い
と
感
じ
ま
す
か
？
命
を
懸
け
て

い
い
と
思
え
る
恋
を
５
日
で
育
め
る
な
ん
て
幸
せ
だ

と
感
じ
ま
す
か
？

内
海
帆
乃
夏
さ
ん

［井
上
ゼ
ミ
（西
洋
演
劇
）］

ウ
ィ
リ
ア
ム
・シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

『ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
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ピ
ク
サ
ー
映
画
第
一
作
。
世
界
初
の
フ
ルC

G

ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
。

い
ま
や
世
界
中
の
子
供
達
に
親
し
ま
れ
る
ピ
ク
サ
ー

映
画
で
あ
る
が
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
労
働
者
の
モ

ン
ス
タ
ー
達
が
子
供
の
た
め
に
奔
走
す
る
『
モ
ン
ス

タ
ー
ズ
・
イ
ン
ク
』
や
、
技
術
職
の
青
年
が
サ
ー
カ
ス

団
と
組
ん
で
共
同
体
を
守
る
『
バ
グ
ズ
・
ラ
イ
フ
』
な

ど
、
初
期
ピ
ク
サ
ー
作
品
の
主
人
公
は
「
親
」
や
「
労

働
者
」
目
線
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
本

作
の
お
も
ち
ゃ
達
も
、
ア
ン
デ
ィ
を
楽
し
ま
せ
る

「
親
」
で
あ
り
、
チ
ー
ム
で
そ
の
仕
事
に
従
事
し
続
け

る
「
労
働
者
」
で
も
あ
る
。

な
ぜ
ピ
ク
サ
ー
は
子
供
向
け
映
画
と
さ
れ
る
本
作
で

「
大
人
」
の
物
語
を
描
い
た
の
か
。
そ
こ
に
は
、C

G

製

作
ソ
フ
ト
の
開
発
者
集
団
か
ら
始
ま
り
、
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
の
下
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
会
社
と
し
て

設
立
さ
れ
た
、
ピ
ク
サ
ー
と
い
う
企
業
の
成
り
立
ち
が

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。

か
つ
て
オ
タ
ク
青
年
だ
っ
た
技
術
者
た
ち
が
、
親
に

な
り
家
庭
を
持
っ
た
。
そ
ん
な
彼
ら
が
選
ん
だ
道
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
結
集
し
て
チ
ー
ム
を
組
み
、
「C

G

ア
ニ
メ
」
と
い
う
お
も
ち
ゃ
を
使
っ
て
子
供
達
を
楽
し

ま
せ
る
事
だ
っ
た
。
ピ
ク
サ
ー
映
画
は
、
「
親
」
と
し

て
「
労
働
者
」
と
し
て
、
組
織
の
中
で
子
供
達
の
た
め

に
人
生
を
捧
げ
る
、
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
達
自
身
の
物
語
で

も
あ
る
の
だ
。

そ
う
し
た
テ
ー
マ
の
持
つ
普
遍
性
が
、
「
子
も
親
も
楽

し
め
る
」
ピ
ク
サ
ー
作
品
と
し
て
結
実
し
た
。
そ
ん
な

彼
ら
の
初
期
衝
動
が
つ
ま
っ
た
本
作
こ
そ
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
時
代
の
幕
開
け
を
告
げ
る
歴
史
的
傑
作
で

あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

『ト
イ
・ス
ト
ー
リ
ー
』(

１
９
９
５)

北
村
祐
樹
さ
ん

［三
浦
ゼ
ミ
（映
像
・映
画
）］

ご協力ありがとうございました！

劇
団
「
演
劇
実
験
室
◉
天
井
桟
敷
」
の
主
宰

で
あ
る
寺
山
修
司
。
寺
山
の
活
動
は
短
歌
や
詩
、

小
説
、
シ
ナ
リ
オ
、
ラ
ジ
オ
、
競
馬
評
論
、
映

画
監
督
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
短
歌

は
国
語
の
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
寺

山
独
自
の
刺
激
的
か
つ
土
着
要
素
の
あ
る
作
品

に
新
鮮
さ
を
感
じ
、
魅
了
さ
れ
る
者
は
未
だ
絶

え
ま
せ
ん
。
前
衛
的
な
寺
山
作
品
。
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
“
母
”
で
す
。
寺
山
作
品

で
は
“
母
”
の
存
在
が
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ

ま
す
。
寺
山
の
自
伝
的
代
表
作
『
田
園
に
死

す
』
で
は
、
故
郷
を
捨
て
て
上
京
し
た
現
在
の

自
分
が
過
去
の
自
分
が
い
る
故
郷
に
戻
り
、
今

の
自
分
は
ど
う
な
る
の
か
確
か
め
る
た
め
に
過

去
の
母
を
殺
そ
う
と
し
ま
す
が
、
結
局
母
を
殺

す
こ
と
が
で
き
ず
、
母
の
元
に
帰
り
、
食
事
を

共
に
し
て
、
「
た
か
が
映
画
の
中
で
さ
え
、

た
っ
た
一
人
の
母
も
殺
せ
な
い
私
自
身
と
は
、

い
っ
た
い
誰
な
の
だ
？
」
と
問
い
か
け
、
完
結

し
ま
す
。
こ
の
場
面
の
仕
掛
け
は
、
記
憶
を
消

し
て
、
再
び
初
見
を
味
わ
い
た
く
な
る
ほ
ど
の

場
面
で
す
。
寺
山
は
、
“
母
”
に
対
す
る
負
の

感
情
、
ト
ラ
ウ
マ
を
多
く
の
作
品
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
の
寺
山
は
母
を
大
事
に
し
て
い

た
の
で
す
。
寺
山
の
母
に
対
す
る
ジ
レ
ン
マ
や

葛
藤
が
わ
か
り
ま
す
。
“
母
”
そ
の
も
の
の
存

在
の
大
き
さ
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
す
。
寺
山
修
司
は
今
年
で
没
後
４
０
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
今
の
多
感
な
時
期
に
、

刺
激
的
な
寺
山
ワ
ー
ル
ド
を
覗
い
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か

一
條
日
和
さ
ん

［佐
藤
ゼ
ミ
（日
本
古
典
芸
能
）］

寺
山
修
司
と
母

谷
崎
潤
一
郎
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
谷
川
俊
太

郎
で
す
。
と
て
も
重
大
な
こ
と
な
の
で
間
違
え

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ス
イ
ミ
ー
の
翻
訳
が
有
名

な
谷
川
俊
太
郎
で
す
が
、
翻
訳
家
だ
け
で
な
く
、

作
詞
家
、
絵
本
作
家
、
脚
本
家
と
し
て
も
活
躍

し
て
い
ま
す
。
意
外
と
知
ら
な
い
人
も
多
い
で

す
が
、
実
は
手
塚
治
虫
原
作
の
ア
ニ
メ
「
鉄
腕

ア
ト
ム
」
の
主
題
歌
の
作
詞
や
大
人
気
キ
ャ
ラ

ク
ラ
ー
で
あ
る
ス
ヌ
ー
ピ
ー
の
原
作
漫
画

「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
」
の
翻
訳
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
学
校
の
教
科
書
な
ど
で
谷
川
俊
太

郎
の
名
前
を
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
多
い

で
し
ょ
う
。
私
は
「
あ
い
う
え
お
の
き
」
と
い

う
レ
オ
・
レ
オ
ニ
著
、
谷
川
俊
太
郎
訳
の
作
品

が
特
に
お
気
に
入
り
で
す
。
彼
の
作
品
に
は
ひ

ら
が
な
ば
か
り
で
子
供
が
読
む
よ
う
な
詩
も
あ

れ
ば
、
死
に
つ
い
て
の
よ
う
な
仄
暗
い
詩
も
あ

り
ま
す
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
エ
ッ
チ
な
詩
も
あ
っ
た

り
し
ま
す
。
私
は
彼
の
詩
か
ら
感
じ
る
言
葉
そ

の
も
の
が
持
つ
素
朴
な
リ
ズ
ム
と
情
緒
的
な
静

け
さ
が
大
好
き
で
す
。
彼
は
意
外
に
も
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
マ
ッ
ク
ブ
ッ
ク
を
積
極
的
に
活
用

し
て
い
る
そ
う
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
詩
の

朗
読
を
見
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん

も
、
ぜ
ひ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
彼
の
作

品
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中
尾
悠
真
さ
ん

［佐
藤
ゼ
ミ
（日
本
古
典
芸
能
）］

谷
川
俊
太
郎

１７















 

 

 

 

近
年
、A

I

の
発
展
が
め
ざ
ま
し
い
。 

中
で
も
生
成
モ
デ
ル
を
使
用
し
た
画
像
生
成
技
術
は
、10

年
ほ

ど
前
か
ら
存
在
は
し
て
い
た
も
の
の
、特
に
こ
こ2

年
間
で
さ
ら
な

る
加
速
度
的
な
進
化
を
遂
げ
、い
ま
や
ク
リ
エ
イ
タ
ổ
界
を
大
き
く

揺
る
が
す
ほ
ど
の
存
在
に
な
ỵ
て
い
る
。 

「G
P

T

」
と
呼
ば
れ
る
生
成
モ
デ
ル
を
も
と
に
、2021

年1

月

にO
pen A

I

が
公
開
し
た
画
像
生
成A

I

「D
A

LL·E

」。
そ
し
て
そ

れ
に
触
発
さ
れ2022

年6

月
に
公
開
さ
れ
た
「C

raiyon

」
の
大

ブ
ổ
ム
を
経
て
、そ
の
後
わ
ず
か
半
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
ネ
ỿ
ト

上
で
はA

I

に
よ
る
生
成
画
像
が
溢
れ
か
え
ỵ
た
。誰
で
も
簡
単
に
、

低
価
格
で
利
用
で
き
、そ
の
速
度
や
正
確
性
も
一
年
前
と
は
比
べ
も

の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
は
る
か
に
進
化
し
て
い
る
。 

中
で
も
、
日
本
の
漫
画
・
ア
ニ
メ
風
の
イ
ラ
ス
ト
に
も
強
い

Stability A
I

の
「Stable D

iffusion

」
を
利
用
し
た
も
の
を
筆
頭

に
、
現
在
ネ
ỿ
ト
上
で
はA

I

で
出
力
し
た
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
そ
の

ま
ま
投
稿
す
る「A

I

絵
師
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
盛
ん
に
活
動
し
、 

  賛
否
両
論
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
。
イ
ラ
ス
ト
投
稿
サ
イ
トP

ixiv

で
は
投
稿
作
品
の
ほ
と
ん
ど
をA

I

製
イ
ラ
ス
ト
が
占
め
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
時
勢
の
あ
ま
り
に
急
速
な
変
化
に
、
事
務
局
は
急
遽
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
や
棲
み
分
け
の
た
め
の
フ
ỻ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能

追
加
な
ど
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。 

ま
た
各
国
の
様
々
な
絵
画
コ
ン
ク
ổ
ル
や
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で

A
I

製
の
作
品
が
入
賞
す
る
と
い
ỵ
た
出
来
事
が
頻
発
し
、
大
き
な

騒
動
と
な
ỵ
た
。2022

年9

月
に
は
ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ラ
ド
州
の

ア
ổ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
、2023

年4

月
に
は
世
界
的
に
著
名
な
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
・SW

P
A

で
、
そ
れ
ぞ
れA

I

生
成
作
品
が
受
賞
し

た
こ
と
が
広
く
報
じ
ら
れ
、
物
議
を
醸
し
た
。 

 

そ
う
し
た
中
で
目
立
ỵ
て
き
た
の
が
、「
も
う
ア
ổ
テ
ỻ
ス
ト
は

必
要
が
無
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
議
論
で
あ
る
。A

I

を
使
用

す
れ
ば
、こ
れ
ま
で
よ
り
も
圧
倒
的
に
ハ
イ
ス
ピ
ổ
ド
か
つ
安
価
に
、

精
度
の
高
い
作
品
を
作
り
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
に
ク
リ
エ
イ
タ
ổ
職
が
担
ỵ
て
き
た
多
く
の
職
はA

I

に
取

ỵ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
す
で
に
中
国

で
は
ゲ
ổ
ム
業
界
を
中
心
に
多
く
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ổ
タ
ổ
がA

I

に

職
を
奪
わ
れ
、
失
業
者
が
急
増
し
て
い
る
。 

ま
た
、ハ
リ
ウ
ỿ
ド
で
は
脚
本
家1

万
人
以
上
に
よ
ỵ
て
構
成
さ

れ
る
全
米
脚
本
家
組
合
が
、
デ
ỻ
ズ
ニ
ổ
やN

etflix

な
ど
の
製
作

会
社
を
代
表
す
る
全
米
映
画
テ
レ
ビ
製
作
者
協
会
を
相
手
に
、脚
本

制
作
にA

I

を
使
わ
な
い
よ
う
要
求
す
る
大
規
模
な
ス
ト
を
決
行
。

同
時
に
、「21

世
紀
の
ラ
ỿ
ダ
イ
ト
運
動
で
あ
る
」
と
そ
れ
ら
を
批

判
的
に
見
る
声
も
世
間
で
は
見
ら
れ
た
。 

 

本
当
に
、
も
う
人
の
手
に
よ
る
「
芸
術
」
は
必
要
と
さ
れ
な
く
な

ỵ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。 

芸
術
家
の
仕
事
は
、
全
てA

I

に
よ
ỵ
て
取
ỵ
て
代
わ
ら
れ
て
し

ま
う
の
だ
ろ
う
か
？ 

A
I

ア
ổ
ト
が
芸
術
と
呼
べ
る
か
ど
う
か
を
述
べ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
芸
術
と
は
何
か
、芸
術
の
本
質
と
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う

問
い
に
答
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
、
非
常
に
難
し

い
問
題
だ
。
何
よ
り
、
そ
も
そ
も
芸
術
(A

rt

)
と
い
う
言
葉
の
指

す
物
、
そ
し
て
芸
術
性
と
い
う
概
念
自
体
が
、
歴
史
上
多
様
に
変
遷

し
て
き
た
の
だ
。 

元
来A

rt

と
は
、
自
然
物
で
は
な
い
、
人
の
手
が
入
ỵ
た
人
工
物

の
こ
と
を
指
す
言
葉
で
あ
り
、
技
術
、
技
法
と
い
う
意
味
合
い
が
強

か
ỵ
た
。
実
際
、
か
つ
て
芸
術
と
技
術
は
未
分
化
の
物
だ
ỵ
た
。
芸

私
論
卓A

I

ア
勖
ト
の
現
在
地 

―
複
製
技
術
時
代
の
自
己
表
現―

 
 

映
画
ゼ
ミ 

北
村
祐
樹 



術
と
は
自
己
表
現
の
た
め
で
あ
る
以
上
に
、工
房
の
職
人
達
が
出
資

者
の
依
頼
に
応
え
て
制
作
す
る
、工
芸
品
の
よ
う
な
物
で
も
あ
ỵ
た

の
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
芸
術
の
本
質
を
「
う
ま
さ
」
や
「
技

術
」
に
お
い
て
見
て
み
る
と
、
人
間
は
完
全
にA

I

に
芸
術
性
と
い

う
点
で
敗
北
し
た
と
言
え
る
。い
ま
や
ど
れ
だ
け
デ
ỿ
サ
ン
力
や
高

い
腕
前
を
持
つ
ア
ổ
テ
ỻ
ス
ト
よ
り
も
、AI

は
正
確
で
、
精
緻
で
、

鮮
や
か
な
作
品
を
、
低
コ
ス
ト
で
作
る
事
が
出
来
る
。 

 

し
か
し
、
時
代
が
変
わ
る
に
つ
れ
人
間
の
価
値
観
も
変
化
し
、
芸

術
性
と
い
う
も
の
の
本
質
も
ま
た
そ
の
影
響
を
受
け
て
き
た
。こ
れ

か
ら
の
芸
術
の
在
り
方
も
ま
た
、時
代
の
精
神
に
合
わ
せ
て
変
革
し

て
い
く
。特
に
昨
今
の
急
速
な
複
製
技
術
の
進
歩
と
世
界
的
な
価
値

観
の
変
動
は
、こ
れ
ま
で
の
芸
術
観
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
だ

ろ
う
。
ア
ổ
ト
を
巡
るA

I

技
術
の
発
展
も
、
そ
う
し
た
巨
大
な
流

れ
の
中
に
位
置
す
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
芸
術
の
在
り
方
を

論
じ
多
大
な
影
響
を
与
え
た
二
人
の
人
物
を
取
り
上
げ
、考
え
て
み

る
。 

 

一
人
は
、
二
〇
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
ド
イ
ツ
の
思
想
家
・
文
化

評
論
家
、
ヴ
Ỻ
ル
タ
ổ
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
だ
。
彼
が1936

年
に
著
し

た
評
論
『
複
製
技
術
時
代
の
芸
術
』
は
、
カ
ル
チ
ἁ
ラ
ル
・
ス
タ
デ

ỻ
ổ
ズ
や
メ
デ
ỻ
ア
論
の
領
域
に
現
在
も
大
き
く
影
響
を
与
え
て

い
る
。
彼
が
提
唱
し
た
概
念
が
、「
ア
ウ
ラ
」
だ
。
ざ
ỵ
く
り
言
え

ば
、
こ
こ
で
は
「
ア
ウ
ラ
」
と
い
う
言
葉
は
芸
術
作
品
に
宿
る
神
聖

な
“

オ
ổ
ラ
”

の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
と
考
え
て
ほ
し
い
。 

か
つ
て
、
芸
術
作
品
と
は
非
常
に
神
聖
な
物
だ
ỵ
た
。
世
界
に
一

つ
し
か
無
い
よ
う
な
芸
術
作
品
を
、王
様
や
貴
族
の
よ
う
な
限
ら
れ

た
人
が
所
有
し
て
い
た
。一
般
の
人
に
と
ỵ
て
芸
術
作
品
に
触
れ
る

機
会
は
限
ら
れ
お
り
、お
城
や
教
会
の
よ
う
な
場
所
に
実
際
に
赴
き
、

神
聖
な
空
間
の
中
で
鑑
賞
す
る
し
か
無
か
ỵ
た
時
代
だ
ỵ
た
。そ
う

し
た
状
況
で
は
、芸
術
作
品
は
か
け
が
え
の
な
い
唯
一
の
存
在
で
あ

り
、
さ
ら
に
人
々
に
と
ỵ
て
は
「
い
ま
、
こ
こ
」
で
し
か
見
る
こ
と

の
出
来
な
い
も
の
と
な
る
た
め
、
そ
の
鑑
賞
体
験
に
は
強
烈
な
「
唯

一
性
」
が
宿
る
。
こ
の
唯
一
性
が
か
も
し
出
す
神
聖
さ
を
、
ベ
ン
ヤ

ミ
ン
は
「
ア
ウ
ラ
」
と
名
付
け
た
の
だ
。 

し
か
し
、
徐
々
に
そ
う
し
た
作
品
の
「
ア
ウ
ラ
」
は
失
わ
れ
て
い

く
。
写
本
、
活
版
印
刷
、
写
真
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ỻ
ア
と
、
複
製
技

術
は
時
代
を
追
う
毎
に
ど
ん
ど
ん
と
加
速
し
、現
代
は
ま
さ
に
複
製

技
術
の
時
代
で
あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。絵
画
は
何
百
何
千
も
の

紙
に
印
刷
さ
れ
、ヒ
ỿ
ト
曲
は
録
音
技
術
と
ネ
ỿ
ト
を
通
し
て
ど
こ

で
も
聴
く
こ
と
が
出
来
る
。
社
会
が
そ
の
よ
う
に
進
化
す
る
中
で
、

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
か
つ
て
芸
術
作
品
に
宿
ỵ
て
い
た
「
唯
一
性
」
が
失

わ
れ
た
と
い
う
。世
の
中
に
モ
ナ
リ
ザ
の
写
真
が
何
枚
も
複
製
さ
れ
、

ネ
ỿ
ト
検
索
を
す
れ
ば
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
モ
ナ
リ
ザ
を
見
る
こ

と
が
出
来
る
。そ
ん
な
状
態
で
ル
ổ
ブ
ル
美
術
館
の
本
物
の
モ
ナ
リ

ザ
を
見
て
も
、
果
た
し
て
以
前
ほ
ど
の
感
動
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
ベ

ン
ヤ
ミ
ン
は
、
複
製
技
術
の
浸
透
に
よ
ỵ
て
鑑
賞
体
験
か
ら
「
唯
一

性
」
が
無
く
な
ỵ
て
い
く
こ
う
し
た
状
況
を
、「
ア
ウ
ラ
の
喪
失
」

と
し
て
提
唱
し
た
の
だ
。 

そ
れ
で
は
、
現
代
と
は
「
ア
ウ
ラ
」
無
き
、
芸
術
の
死
ん
だ
時
代

な
の
だ
ろ
う
か
？
否
、芸
術
と
は
時
代
に
よ
ỵ
て
形
を
変
え
る
物
で

あ
り
、
現
代
に
も
ま
た
新
た
な
「
ア
ウ
ラ
」
が
見
い
だ
さ
れ
る
よ
う

に
な
ỵ
て
い
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
自
身
も
、
複
製
技
術
時
代
で
あ
る
か

ら
こ
そ
生
み
出
さ
れ
る
新
た
な
「
ア
ウ
ラ
」
の
在
り
方
を
、
期
待
を

持
ỵ
て
予
感
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、「
組
み
合
わ
せ
」
や
「
改
良
」

と
い
ỵ
た
行
為
だ
。 

例
え
ば
、新
興
芸
術
と
し
て
の
映
画
を
考
え
て
み
よ
う
。映
画
は
、

当
然
俳
優
の
演
技
な
ど
を
撮
影
し
た
フ
ỻ
ル
ム
と
い
う
「
複
製
品
」

に
よ
ỵ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
編
集
し
、
切
り
貼

り
す
る
こ
と
で
、そ
こ
に
新
た
な
新
鮮
さ
を
も
た
ら
す
こ
と
が
出
来

る
。
こ
れ
を
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
「
遊
戯
性
」
と
呼
び
、
こ
れ
か
ら
の
「
ア

ウ
ラ
」
は
こ
う
し
た
行
為
を
通
し
て
見
い
だ
さ
れ
て
い
く
と
し
た
。  

 
 

他
の
例
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
現
代
ア
ổ
ト
だ
。
現
代
ア
ổ
ト
の

先
駆
者
で
あ
る
マ
ル
セ
ル
・
デ
ἁ
シ
ἀ
ン
は
、
代
表
作
「
泉
」
で
ト

イ
レ
の
便
器
を
そ
の
ま
ま
作
品
と
し
て
出
品
し
た
。複
製
品
で
あ
る

ト
イ
レ
の
便
器
自
体
に
「
唯
一
性
」
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
ト

イ
レ
を
出
品
す
る
と
い
う
「
行
為
」
自
体
に
は
唯
一
性
が
宿
ỵ
て
い

る
。 よ

り
身
近
な
例
で
言
え
ば
、現
代
の
リ
ミ
ỿ
ク
ス
文
化
が
挙
げ
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
ヒ
ỿ
プ
ホ
ỿ
プ
で
は
、D

J

が
様
々
な
ジ
ἀ

ン
ル
か
ら
自
分
な
り
の
セ
ン
ス
で
音
楽
を
選
び
抜
き
、そ
れ
ら
を
組



み
合
わ
せ
る
(
ミ
ỿ
ク
ス
す
る
)
こ
と
が
自
己
表
現
に
な
る
。
ま
た

Y
ouT

ube

や
ニ
コ
ニ
コ
動
画
で
は
、
し
ば
し
ば
動
画
投
稿
者
が

様
々
な
動
画
素
材
・
音
声
素
材
を
組
み
合
わ
せ
て
、
新
し
い
動
画
作

品
を
作
ỵ
て
い
る
。そ
し
て
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
作
品
も
ま
た
リ
ミ
ỿ

ク
ス
さ
れ
る
対
象
と
な
り
、
三
次
創
作
、
四
次
創
作
と
、
何
度
も
何

度
も
組
み
替
え
ら
れ
、ミ
ổ
ム
と
し
て
拡
散
さ
れ
て
い
く
。ど
れ
も
、

素
材
自
体
は
あ
り
ふ
れ
た
複
製
品
で
あ
り
な
が
ら
、そ
れ
を
編
集
や

組
み
合
わ
せ
と
言
ỵ
た
「
行
為
」
に
よ
ỵ
て
「
唯
一
性
」
が
生
み
出

さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
人
に
し
か
出
来
な
い
行
為
、い
ま
こ
こ
で
し
か
出
来
な
い
行

為
。
作
品
自
体
が
、
あ
り
ふ
れ
た
複
製
品
に
よ
ỵ
て
構
成
さ
れ
て
い

た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
「
行
為
」
自
体
に
、
唯
一
無
二
の
「
そ

の
人
ら
し
さ
」
や「
一
度
限
り
の
神
聖
さ
」
は
宿
る
。そ
れ
こ
そ
が
、

現
代
の
芸
術
が
注
目
し
て
い
る
「
ア
ウ
ラ
」
だ
。 

そ
し
て
そ
れ
は
、
さ
ら
に
元
を
探
ỵ
て
み
れ
ば
、「
全
て
の
時
、

全
て
の
場
所
、
全
て
の
人
は
、
み
な
唯
一
無
二
で
あ
る
」
と
い
う
事

実
に
た
ど
り
着
く
だ
ろ
う
。
唯
一
性
と
は
、
時
代
や
場
所
、
そ
し
て

「
私
ら
し
さ
」
と
い
う
個
性
や
志
向
性
か
ら
刻
々
と
湧
き
出
て
、
ど

う
し
よ
う
も
な
く
作
品
に
宿
ỵ
て
し
ま
う
も
の
な
の
だ
。 

  

こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
を
踏
ま
え
、「
芸
術
の
民
主
化
」
と
い
う

観
点
か
ら
新
し
い
芸
術
の
在
り
方
を
論
じ
た
の
が
、
岡
本
太
郎
だ
。  

彼
は
著
書
『
今
日
の
芸
術
』
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
は
全
て
の
人
が

「
自
己
表
現
」
の
術
と
し
て
絵
を
描
く
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
う

ま
い
、
綺
麗
な
絵
で
は
な
く
、
自
分
と
い
う
存
在
や
そ
の
在
り
方
を

巡
ỵ
て
自
分
と
格
闘
し
て
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
な
芸
術
こ
そ
が
、美

し
い
と
い
う
の
だ
。
正
解
の
線
と
い
う
の
は
、
ど
こ
に
も
無
い
。
他

者
の
価
値
観
や
判
断
基
準
に
頼
る
こ
と
無
く
、「
自
分
だ
け
の
線
」

を
見
つ
け
て
い
く
作
業
こ
そ
が
、
今
日
の
芸
術
と
な
る
。
そ
の
時
、

そ
こ
に
技
術
的
な
巧
拙
は
関
係
な
く
な
ỵ
て
い
く
。誰
も
が
絵
の
う

ま
さ
な
ど
と
関
係
な
く
、
心
と
心
の
対
話
を
通
し
て
、
自
分
ら
し
さ

を
見
つ
け
て
い
く
。
そ
う
し
て
、
全
て
の
人
々
が
対
等
な
自
己
表
現

者
と
な
ỵ
て
い
く
の
だ
。 

彼
の
こ
う
し
た
提
言
に
は
、あ
る
意
味
で
実
際
に
今
の
社
会
と
通

じ
る
物
が
あ
る
。
現
代
は
誰
も
が
表
現
者
に
な
れ
る
時
代
だ
。
イ
ン

タ
ổ
ネ
ỿ
ト
の
発
達
に
よ
り
、SN

S

や
投
稿
サ
イ
ト
を
通
じ
て
誰

で
も
自
由
に
発
言
・
発
表
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
音
楽
制
作
ソ
フ

ト
や
映
像
制
作
ソ
フ
ト
、利
便
性
の
高
い
描
画
ツ
ổ
ル
な
ど
も
充
実

し
て
お
り
、そ
こ
に
技
術
的
な
ハ
ン
デ
ỻ
キ
ἀ
ỿ
プ
は
無
く
な
り
つ

つ
あ
る
。 

こ
の
ま
ま
、こ
れ
か
ら
の「
芸
術
」は
、変
わ
ỵ
て
い
く
だ
ろ
う
。

単
な
る
「
う
ま
い
作
品
」「
技
術
力
」
は
意
味
を
な
さ
な
く
な
り
、

技
術
的
な
巧
拙
、
上
下
関
係
は
無
く
な
ỵ
て
い
く
。
か
わ
り
に
、「
自

己
表
現
」
性
が
よ
り
価
値
を
持
ち
始
め
、
そ
の
人
の
、
そ
の
人
ら
し

さ
こ
そ
が
何
よ
り
も
尊
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。人
の
個
性
に
優
劣
が

無
い
よ
う
に
、
誰
も
が
皆
「
心
」
を
持
ỵ
た
存
在
と
し
て
、
対
等
な

関
係
に
な
る
。
そ
ん
な
多
様
性
の
未
来
を
、
私
た
ち
は
迎
え
つ
つ
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

さ
て
、
ず
い
ぶ
ん
と
遠
回
り
に
な
ỵ
て
し
ま
ỵ
た
が
、
現
代
の
芸

術
性
の
在
り
方
を
巡
る
重
要
な
議
論
に
つ
い
て
、考
察
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
た
。 

芸
術
性
と
は
、「
今
こ
こ
に
し
か
生
ま
れ
得
な
い
」
と
か
、「
私
に

し
か
作
り
得
な
い
」
と
か
い
ỵ
た
「
唯
一
性
」
に
宿
る
。
そ
し
て
そ

れ
は
、例
え
複
製
技
術
に
支
配
さ
れ
た
現
代
と
い
う
時
代
に
お
い
て

も
失
わ
れ
な
い
。「
今
と
い
う
時
間
、
こ
こ
と
い
う
場
所
、
そ
し
て

私
と
い
う
人
間
が
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
」
と
い
う
絶
対

的
な
唯
一
性
が
こ
の
世
に
は
あ
る
か
ら
だ
。 

例
え
複
製
品
が
素
材
で
あ
ỵ
た
と
し
て
も
、そ
の
編
集
や
組
み
合

わ
せ
と
い
う
「
行
為
」
自
体
に
、
そ
の
時
代
や
地
域
性
、
作
者
の
個

性
の
か
け
が
え
の
な
さ
は
表
れ
う
る
。
今
日
の
芸
術
は
、
そ
の
表
面

的
な
う
ま
さ
や
技
術
力
よ
り
も
、
そ
う
し
た
「
そ
の
人
自
身
」
に
向

き
合
ỵ
た
自
己
表
現
と
し
て
の
在
り
方
を
尊
重
し
て
き
た
。 

 

こ
う
し
た
価
値
観
が
、現
代
を
生
き
る
私
た
ち
の
芸
術
観
の
根
底

に
通
じ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

  

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、改
め
てA

I

ア
ổ
ト
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

本
当
に
、A

I

に
よ
ỵ
て
人
間
が
芸
術
を
す
る
意
味
は
、
無
く
な
ỵ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
？
本
当
に「
も
う
ア
ổ
テ
ỻ
ス
ト
は
必
要
が
無

い
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
？
私
は
、
自
信
を
持
ỵ
て
、
そ
ん
な
時
代

が
や
ỵ
て
来
る
こ
と
は
無
い
と
断
言
で
き
る
。 



A
I

に
ど
ん
な
情
報
を
学
習
さ
せ
る
か
、
ど
ん
な
プ
ロ
ン
プ
ト
を

入
力
す
る
か
、
生
成
画
像
の
中
か
ら
ど
れ
を
選
ぶ
か
。
そ
の
一
つ
一

つ
に
、
作
り
手
の
個
性
や
心
は
宿
り
う
る
。 

 

芸
術
と
い
う
行
為
は
、あ
く
ま
で
人
と
人
と
の
心
を
共
鳴
さ
せ
合

う
事
自
体
を
指
す
で
あ
ỵ
て
、作
品
は
そ
の
間
を
つ
な
ぐ
媒
介
物
で

し
か
無
い
。
そ
れ
な
ら
ばA

I
も
ま
た
、
そ
の
た
め
の
「
道
具
」
に

し
か
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。
い
つ
だ
ỵ
て
、
本
体
は
人
間
側
に
あ
る
の

だ
。 

 
 

む
し
ろ
こ
の
「
自
己
表
現
」
の
時
代
に
、AI

の
画
像
生
成
技
術
は

大
き
な
意
義
を
持
つ
だ
ろ
う
。 

A
I

技
術
を
利
用
す
れ
ば
、
様
々
な
事
情
か
ら
美
術
教
育
を
受
け

ら
れ
な
い
人
や
、障
害
を
抱
え
自
由
に
作
品
制
作
が
出
来
な
い
人
な

ど
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
人
か
ら
「
う
ま
さ
」
や
「
デ
ỿ
サ
ン
力
」
と

い
ỵ
た
技
術
力
の
壁
を
な
く
す
こ
と
が
出
来
る
。誰
も
が
技
術
上
の

制
約
を
受
け
ず
自
分
の
思
う
よ
う
に
「
自
己
表
現
」
で
き
、
あ
ら
ゆ

る
可
能
性
を
追
求
す
る
こ
と
が
出
来
る
時
代
。
そ
ん
な
未
来
を
、AI

は
実
現
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

2023

年3

月
、
映
画
監
督
の
樋
口
慎
二
ら
を
審
査
員
に
迎
え
、

第
一
回A

I

ア
ổ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
が
日
本
で
開
催
さ
れ
た
。
大
き
な

話
題
を
呼
ん
だ
本
イ
ベ
ン
ト
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
勝
ち
取
ỵ
た
の
は
、

亡
き
妻
の
歌
声
や
姿
を
、
残
さ
れ
た
録
音
や
写
真
を
元
に
夫
がA

I

に
よ
ỵ
て
甦
ら
せ
て
作
ỵ
た
と
い
う
ミ
ἁ
ổ
ジ
ỿ
ク
ク
リ
ỿ
プ
だ

ỵ
た
。A

I

美
空
ひ
ば
り
な
ど
へ
の
批
判
も
記
憶
に
新
し
い
中
、
そ

れ
で
も
亡
き
妻
と
の
思
い
出
を
た
ど
り
な
が
ら
、妻
に
永
遠
の
愛
を

捧
げ
た
い
と
何
度
も
何
度
も
試
行
錯
誤
を
重
ね
プ
ロ
ン
プ
ト
を
実

行
す
る
制
作
者
の
姿
に
は
、底
知
れ
ぬ
深
い
思
い
と
、人
間
の「
心
」

の
絶
対
的
な
勝
利
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。か
つ
て
夫
婦
の
間
に
あ
ỵ

た
愛
、
夫
婦
で
歌
ỵ
て
過
ご
し
た
時
間
。
そ
う
し
た
も
の
の
か
け
が

え
の
な
さ
が
、
プ
ロ
ン
プ
ト
の
入
力
や
学
習
デ
ổ
タ
の
蓄
積
、
そ
し

て
出
来
上
が
ỵ
て
く
る
作
品
の
選
択
と
い
ỵ
た
行
為
自
体
に
宿
ỵ

て
い
る
。
複
製
品
だ
け
で
構
成
さ
れ
た
作
品
に
、
唯
一
性
が
宿
る
瞬

間
で
あ
る
。 

 

人
は
結
局
、
上
手
い
絵
よ
り
も
、
よ
く
で
き
た
音
楽
よ
り
も
、
そ

こ
に
宿
る
人
の
「
心
」
の
唯
一
性
自
体
に
感
動
す
る
。
今
、
こ
の
場

所
に
し
か
あ
り
得
な
い
唯
一
の
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、全
て
の
人

は
価
値
が
あ
り
、
個
性
的
で
、
き
ら
め
い
て
い
る
。
そ
の
証
明
こ
そ

が
芸
術
と
い
う
行
為
で
あ
り
、そ
の
心
はA

I

を
す
ら
も
た
だ
の「
道

具
」
に
変
え
て
し
ま
う
。 

 

ど
れ
だ
け
技
術
が
発
達
し
よ
う
と
、
今
と
い
う
時
間
、
こ
こ
と
い

う
場
所
に
あ
る
、
私
と
い
う
存
在
は
、
ど
ん
なA

I

に
も
再
現
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
こ
に
あ
る
「
唯
一
性
」
だ
け
は
、
ど
れ
だ
け

複
製
技
術
が
発
展
し
よ
う
と
、
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。 

   

劭
作
品
紹
介
劮A

I

と
創
作
行
為
を
考
え
る
た
め
の
三
作 
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Ⅰ
》 

ド
イ
ツ
人
ア
ổ
テ
ỻ
ス
ト
に
よ
る
イ
ン
ス
タ
レ
ổ
シ
ἂ
ン
。
中
央
のA

I

装
置
が
そ
の

空
間
に
い
た
人
々
の
顔
を
記
録
し
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
元
に
し
た
架
空
の
肖
像
画
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
常
時
生
成
し
続
け
る
。
そ
の
空
間
が
た
ど
ỵ
て
き
た
「
思
い
出
」
が
混
淆
し
、

生
成
変
化
を
続
け
る
一
つ
の
走
馬
灯
に
な
る
。
一
瞬
と
し
て
同
じ
画
は
生
ま
れ
得
ず
、
そ

れ
ら
は
二
度
と
再
生
も
さ
れ
な
い
。 

 

●
や
な
が
み
ゆ
き
⽇
シ
リ
ổ
ズ
「
私
た
ち
は
ミ
ザ
リ
ổ/

生
き
続

け
る
シ
ン
フ
Ỿ
ニ
ổ
」 

ヒ
ỿ
プ
ホ
ỿ
プ
やED

M

を
横
断
し
、現
実
感
の
消
失
し
たA

I

時
代
に
お
け
る
“

心
”

の
拠
り
所
を
追
い
続
け
る
音
楽
家
・
や
な
が
み
ゆ
き
に
よ
る
ボ
カ
ロ
楽
曲
群
。
不
完
全
な

A
I

が
生
成
す
る
悪
夢
の
よ
う
な
風
景
と
、
個
性
を
奪
わ
れ
た
機
械
的
な
合
成
音
声
た
ち
の

合
唱
に
、
そ
れ
で
も
唯
一
性
の
温
も
り
を
見
い
だ
そ
う
と
も
が
く
。
生
命
と
非
生
命
の
ア

イ
デ
ン
テ
ỻ
テ
ỻ
を
巡
る
不
安
と
希
望
に
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
。 

 

●
機
能
美
ｐ
⽇「
そ
ん
な
話
を
彁
は
喰
ỵ
た
。」 

第
一
回A

I

ア
ổ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
に
て
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
た
映
像
作
品
。A

I

ア

ổ
ト
の
現
代
性
を
ネ
ỿ
ト
文
化
へ
の
愛
情
た
ỵ
ぷ
り
にSF

エ
ン
タ
ổ
テ
イ
メ
ン
ト
と
し

て
昇
華
す
る
、
新
進
気
鋭
の
映
像
作
家
に
よ
る
キ
ネ
テ
ỻ
ỿ
ク
・
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ỻ
。
生

成A
I

と
人
類
の
「
物
語
る
」
行
為
を
巡
る
生
存
競
争
を
描
い
た
、
重
厚
で
ユ
ổ
モ
ラ
ス
な

SF

奇
譚
。
私
た
ち
は
な
ぜ
創
作
し
続
け
る
生
き
物
な
の
か
、
そ
の
本
質
を
問
い
か
け
る
デ

ジ
タ
ル
時
代
の
お
と
ぎ
話
。 



・
『
映
画
ド
ラ
え
も
ん

新
・
の
び
太
と
鉄
人
兵
団
〜
は
ば
た
け

天
使
た
ち
〜
』

・
映
画
『
レ
オ
ン
』

・
歌
舞
伎
『
女
殺
油
地
獄
』

・
『
ジ
ョ
ジ
ョ
の
奇
妙
な
冒
険
』

・
『
グ
ラ
ン
ド
・
ブ
ダ
ペ
ス
ト
・
ホ
テ
ル
』

・
『
ア
ラ
バ
マ
物
語
』

・
『
の
だ
め
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
』

・
太
陽
の
塔

・
肖
像
画
『
パ
ン
ジ
ー
の
婦
人
』

・
ジ
ェ
ラ
ー
ル
プ
レ
ス
ギ
ュ
ル
ヴ
ィ
ッ
ク
の
『
ロ
ミ
オ
＆
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

・
『
薔
薇
の
騎
士
』

・
テ
ィ
ム
・
バ
ー
ト
ン
の
『
ナ
イ
ト
メ
ア
・
ビ
フ
ォ
ア
・
ク
リ
ス
マ
ス
』

・
宮
沢
賢
治
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』

・
『
時
効
警
察
』

・
『
君
の
名
前
で
僕
を
呼
ん
で
』

・
も
と
も
と
西
洋
演
劇(

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル)

に
興
味
が
あ
っ
た

け
ど
、
今
は
専
ら
日
本
古
典
芸
能
に
没
頭
し
て
ま
す
。

・
演
劇
や
音
楽
に
興
味
が
出
た

・
変
わ
ら
な
か
っ
た
け
ど
他
も
素
敵
だ
な
と
思
っ
た
！

比
芸
の
人
っ
て
普
段
何
を
考
え
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？

ひ
げ
会
報
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能

を
使
っ
て
、
比
芸
の
学
生
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
聞
い

て
み
ま
し
た
！
比
芸
生
の
生
態
を
暴
い
て
い
き
ま
す
！

今
回
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
、
原
点
と
な
る
作
品
を
聞
い
て
み
ま

し
た
。
歌
舞
伎
か
ら
映
画
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
ね
！

Ｑ
２
は
比
芸
あ
る
あ
る
ら
し
い
？
授
業
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な

芸
術
に
触
れ
ら
れ
る
の
も
良
い
で
す
よ
ね
！



・
音
楽
発
掘
の
Ａ
＆
Ｒ
目
指
し
て
ま
す
！

・
死
ぬ
ま
で
に
演
出
家
に
な
る
か
、

劇
団
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
！

・
教
育
に
関
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い

・
お
互
い
の
趣
味
を
否
定
し
な
い
所

・
芸
術
と
い
う
共
通
言
語
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
居
心
地
の
良
さ
！

・
色
ん
な
芸
術
に
興
味
の
あ
る
子
達
と
交
流
で
き
る
こ
と
！

・
み
ん
な
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
個
性
的
！

・
人
数
が
多
す
ぎ
な
い
の
で
仲
が
良
い

・
東
京
国
立
博
物
館
は
学
生(

無
料)

の
う
ち
に
い
っ
ぱ
い
行
く
べ
き
。

・
『
連
獅
子
』
踊
り
だ
し
毛
振
り
は
派
手
だ
し
、
初
め
て
の
人
に
は
わ
か
り
や
す
い
！

・
小
説
及
び
２
０
１
３
年
の
映
画
『
華
麗
な
る
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
』

・
ジ
ェ
シ
ー(SixTO

N
ES)

・
礼
瀬
マ
ヨ
イ(

『
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
ス
タ
ー
ズ

』)

・
女
性
ア
イ
ド
ル
で
す
♡

・
映
画
『
ア
ラ
バ
ス
物
語
』
の
ア
テ
ィ
カ
ス
・
フ
ィ
ン
チ
、

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ
ク
は
良
い
ぞ

比
芸
な
ん
て
み
ん
な
オ
タ
ク
や
か
ら
ね(

偏
見)

比
芸
の
み
な
さ
ん
、
た
く
さ
ん
の
回
答

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

ひ
げ
会
報
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
♡

見
て
、
な
ん
て
素
敵
な
回
答
た
ち
！

ぜひ、きっかけの作品として
チェックしてみてください！

私
も
、
初
め
て
趣
味
を
共
有
で
き
る

お
友
達
に
出
会
い
ま
し
た
～(

涙)



浮
世
絵×

耽
美

創
作
の
原
点
を
探
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

山
本
タ
カ
ト
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

私
の
原
点

山本タカトさんプロフィール
1960年、秋田県出身。東京造形大学絵画科卒業。「浮世絵ポップ様式」「平成
耽美主義」という独自のスタイルを打ち出し、幻想的な画風で知られる。画集
『緋色のマニエラ』『ナルシスの祭壇』『ファルマコンの蠱惑』『殉教者のた
めのディヴェルティメント』『ヘルマフロディトゥスの肋骨』（editions treville 
刊）、エッセイ画集『幻色のぞき窓』『山羊のいる庭で』（芸術新聞社）刊行。
国際浮世絵学会会員。

幼
少
期
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
か
ら
美
術
へ

吉
「
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
テ
ー
マ
を
『
私
の

原
点
』
と
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
本
さ

ん
の
原
点
に
つ
い
て
、
色
々
と
う
か
が
え
た
ら
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

山
「
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
」

吉
「
ま
ず
幼
少
期
か
ら
お
話
を
伺
い
た
い
の
で
す
が

…
…

著
書
を
拝
見
し
ま
し
て
、
幼
少
期
に
は
伊
藤
彦
造

さ
ん
、
萩
尾
望
都
さ
ん
の
影
響
を
受
け
ら
れ
、
ま
た

そ
の
後
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
や
ゴ
ッ
ホ
に
関
心
を
抱
い
た
と

の
事
で
し
た
。
そ
う
し
た
作
品
た
ち
の
影
響
を
受
け

ら
れ
た
中
で
、
ど
の
段
階
で
ご
自
身
が
創
作
す
る
意

欲
が
わ
い
た
の
か
、
ま
た
興
味
の
変
化
の

き
っ
か
け
な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
？
」

山
「
そ
う
で
す
ね
。
最
初
は
や
は
り
、
い
き
な
り
物

を
見
て
絵
を
描
い
て…

…

と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
漫

画
が
好
き
だ
っ
た
の
で
漫
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
真

似
し
て
描
い
て
い
ま
し
た
。

聞
き
手
：
吉
本



そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と
自
分
で

ス
ト
ー
リ
ー
も
作
っ
て
コ
マ
割
り
の
あ
る
漫
画

を
作
っ
て
み
た
い
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
。

で
、
当
時
家
に
は
少
年
少
女
向
け
の
文
学
全
集

が
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
好
き
な
物
語
を
選
ん
で

漫
画
に
し
て
み
よ
う
か
な
な
ん
て
思
う
よ
う
に
。

中
で
も
好
き
だ
っ
た
の
が
『
義
経
記
』
、
源
義

経
の
話
で
す
ね
。
そ
れ
を
全
集
の
中
で
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
。
た
ま
た
ま
そ
の
全
集
に
挿
絵
が

つ
い
て
い
て
、
そ
れ
が
伊
藤
彦
造
だ
っ
た
ん
で

す
よ
。
そ
の
伊
藤
彦
造
の
絵
に
憧
れ
て
、
何
度

も
真
似
し
て…

…

ま
あ
見
る
と
や
っ
ぱ
り
真
似

し
て
描
き
た
く
な
り
ま
す
か
ら
。
そ
れ
で
漫
画

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
み
た
い
な
も
の
を
作
っ
て
、

コ
マ
割
り
し
て
大
学
ノ
ー
ト
4
冊
分
位
描
い

た
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
れ
は
今
は
ど
こ
に
行
っ

た
か
見
当
た
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す

け
ど
（
笑
）
そ
れ
が
自
分
で
創
作
を
意
識
し
た

も
の
の
は
じ
め
で
す
ね
。
」

山
「
そ
の
後
、
漫
画
を
描
い
て
い
た
ん
で
す
け

ど
、
中
学
校
1
年
か
2
年
ご
ろ
に
ピ
カ
ソ
が

亡
く
な
り
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
衝
撃
を
受

け
ま
し
て
、
美
術
と
い
う
も
の
の
存
在
を
知
り

ま
し
た
。
で
美
術
部
み
た
い
な
も
の
を
作
っ
た

り
し
て
。
当
時
中
学
校
に
た
ま
た
ま
美
術
部
が

な
か
っ
た
も
の
で
、
そ
こ
で
美
術
の
こ
と
を
少

し
ず
つ
学
ん
で
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
中
で
、

最
初
は
ゴ
ッ
ホ
だ
っ
た
り
、
レ
オ
ナ
ル
ド
ダ

ヴ
ィ
ン
チ
だ
っ
た
り
、
そ
の
辺
を
見
て
は
、

ち
ょ
っ
と
こ
う
い
う
風
に
描
い
て
み
た
い
な
、

と
思
っ
て
真
似
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
ね
。
そ

の
う
ち
だ
ん
だ
ん
と
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム

と
い
う
も
の
に
出
会
っ
て…

…

マ
ッ
ク
ス
エ
ル

ン
ス
ト
と
か
、
サ
ル
バ
ド
ー
ル
ダ
リ
と
か
そ
う

い
う
の
に
ま
た
憧
れ
て
、
真
似
し
て
描
い
て
み

た
り
。
ま
だ
そ
の
頃
は
油
絵
ら
し
い
も
の
は
描

い
て
い
な
く
て
。
高
校
に
入
っ
て
か
ら
で
す
ね
、

油
絵
を
中
心
に
描
い
た
の
は
。
高
校
で
も
美
術

部
で
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
か
ら
始
ま
っ
た

ん
で
す
が
、
19

世
紀
末
の
美
術
と
い
う
の
に

出
会
い
、
今
度
は
世
紀
末
美
術
の
代
表
的
な
グ

ス
タ
フ
ク
リ
ム
ト
や
ギ
ュ
ス
タ
ー
ブ
モ
ロ
ー
と

か
、
そ
う
い
う
も
の
を
見
て
は
ま
た
真
似
し
た

り
。
だ
い
ぶ
そ
の
頃
に
は
漫
画
か
ら
は
離
れ
て

い
た
ん
で
す
け
ど
も
、
萩
尾
望
都
さ
ん
の

『
ポ
ー
の
一
族
』
を
友
達
か
ら
紹
介
し
て
も

ら
っ
て
、
中
学
生
の
頃
に
日
光
ア
レ
ル
ギ
ー
を

発
症
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
に
非
常
に

関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
自
分
を
照
ら

し
合
わ
せ
て
読
ん
だ
の
も
そ
う
で
す
し
、
と
に

か
く
物
語
の
構
成
も
素
晴
ら
し
く
て
。
ま
あ
、

美
術
と
同
時
に
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
も
の
に
対

し
て
も
興
味
は
続
い
た
感
じ
で
す
ね
。
」

吉
「
ご
自
分
で
美
術
部
を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
ん

で
す
ね
。
そ
れ
は
美
術
を
学
ぶ
た
め
に
学
校
の

先
生
に
教
わ
っ
て
と
い
う
感
じ
で…

…

」

山
「
そ
う
で
す
ね
。
僕
は
美
術
部
に
入
る
前
は

剣
道
部
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
剣
道
部
の
顧
問
が

美
術
の
先
生
だ
っ
た
も
の
で
、
た
ま
た
ま
そ
う

い
う
縁
も
あ
っ
て
、
じ
ゃ
あ
美
術
部
を
作
り
ま

し
ょ
う
か
と
先
生
と
相
談
し
て
作
っ
た
ん
で
す

ね
。
」

吉
「
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
ね
」

山
「
え
え
。
そ
れ
か
ら
高
校
に
入
っ
て
美
大
を

受
験
す
る
イ
メ
ー
ジ
も
出
て
き
た
の
で
、
油
絵

と
か
デ
ッ
サ
ン
と
か
、
そ
う
い
う
の
も
勉
強
し

て
い
ま
し
た
ね
。
」



大
学
時
代
ー

吉
「
で
は
次
に
、
大
学
時
代
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。
ご
自
身
で
振
り
返
っ
て
、
ど
ん
な
大

学
生
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
か
？
」

山
「
僕
は
大
学
は
ね
、
あ
ん
ま
り
行
っ
て
な
い

…
…

行
っ
て
な
い
と
い
う
か
、
講
義
に
は
出
て

い
た
ん
で
す
け
ど
、
実
技
に
は
あ
ん
ま
り
行
か

な
く
て
。
当
時
ま
た
新
た
な
美
術
に
関
心
を
持

ち
始
め
て
。
１
年
浪
人
し
た
ん
で
す
け
ど
も
、

当
時
、
池
袋
に
あ
っ
た
西
武
美
術
館
で
「
ジ
ャ

ス
パ
ー
ジ
ョ
ー
ン
ズ
展
」
と
い
う
の
が
や
っ
て

い
た
ん
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
な

ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
ア
メ
リ
カ

の
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
に
関
心
を
持
ち
ま
し
て
。
そ

う
い
う
の
も
あ
っ
て
、
大
学
の
１
年
か
２
年
の

頃
の
基
本
的
な
油
絵
だ
と
か
デ
ッ
サ
ン
の
授
業

は
、
あ
ま
り
出
た
く
な
い
と
い
う
の
が
あ
っ
て

（
笑
）
で
、
勝
手
に
学
校
に
行
か
な
い
で
、
家

で
自
分
な
り
に
そ
う
い
う
美
術
を
研
究
し
て

作
っ
て
た
ん
で
す
ね
。
3
年
4
年
に
な
る
と
、

コ
ー
ス
に
分
か
れ
る
の
で
、
そ
こ
で
モ
ダ
ン

ア
ー
ト
を
専
攻
し
て
や
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す

け
ど
。
や
っ
ぱ
り
そ
れ
と
同
時
に
、
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
と
か
そ
う
い
う
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な

も
の
も
続
け
て
い
ま
し
た
。
」

吉
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の

モ
ダ
ン
ア
ー
ト…

…

現
在
描
か
れ
て
い
る
作
品

は
、
日
本
の
浮
世
絵
を
も
と
に
さ
れ
て
い
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
浮
世
絵
を
意
識
さ
れ
た
の
は

大
学
の
頃
で
は
な
い
で
す
か
？
」

山
「
大
学
の
頃
よ
り
も
っ
と
早
い
ん
で
す
ね
」

吉
「
あ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
？
」

山
「
実
は
そ
の
、
世
紀
末
美
術
と
い
う
の
に
関

心
を
持
っ
た
と
き
に
、
色
々
勉
強
し
て
い
る
と
、

当
時
の
19

世
紀
末
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム
と
い
う
の
が
流
行
っ
て
い
て
。
そ
こ

で
、
日
本
の
浮
世
絵
が
紹
介
さ
れ
て
て
、
そ
こ

か
ら
逆
輸
入
的
に
浮
世
絵
に
出
会
っ
た
感
じ
で

す
。
僕
の
体
質
が
、
あ
ま
り
遠
近
法
だ
と
か
一

点
透
視
図
法
だ
と
か
、
モ
デ
リ
ン
グ
で
形
を
影

で
描
く
よ
う
な
も
の
よ
り
も
、
線
と
色
面
で
平

面
的
に
描
く
こ
と
に
、
魅
力
を
感
じ
て
い
た
ん

で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
自
分
の
絵
を
作
っ

て
い
く
上
で
非
常
に
役
立
つ
な
、
と
い
う
の
も

あ
っ
て
浮
世
絵
に
強
く
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
」

吉
「
と
い
う
と
、
高
校
の
と
き
の
19

世
紀
末

美
術
に
関
心
を
持
た
れ
た
時
期
と
同
時
期
に
、

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
か
ら
、
と
い
う
」

山
「
そ
う
で
す
ね
。
見
る
と
、
や
っ
ぱ
り
こ
れ

を
自
分
の
作
品
に
ど
う
に
か
取
り
入
れ
た
い
な

と
思
う
の
で
、
そ
う
い
う
付
け
加
え
た
り
、
は

ず
し
た
り
、
を
何
度
か
繰
り
返
す
う
ち
に
自
分

の
ス
タ
イ
ル
が
で
き
て
く
る
よ
う
な
感
じ
で
し

た
ね
」

吉
「
な
る
ほ
ど
。
大
学
時
代
の
お
話
を
も
う
少

し
。
大
学
生
と
い
う
の
は
、
個
人
的
に
比
較
的

時
間
の
あ
る
時
期
か
と
思
っ
て
い
て
、
美
術
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
芸
術
に
ハ
マ

る
と
い
う
か
、
興
味
を
抱
か
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
し
た
か
？
」

山
「
僕
は
ほ
と
ん
ど
美
術
一
筋
だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
も
（
笑
）
あ
と
は
、
本
を
読
む
ぐ
ら
い
。

吸
血
鬼
文
学
だ
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
好
き
で

読
ん
で
ま
し
た
け
れ
ど
。
基
本
的
に
ゴ
シ
ッ
ク



系
の
文
学
が
好
き
だ
っ
た
り
。
そ
れ
は
絵
の

テ
ー
マ
に
も
な
り
ま
し
た
し
、
そ
れ
こ
そ
19

世
紀
末
の
美
術
も
か
な
り
文
学
的
な
要
素
が
強

い
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
の
は
勉
強
に
な
り
ま

し
た
ね
」

浮
世
絵
ポ
ッ
プ
様
式
か
ら

平
成
耽
美
主
義
へ

吉
「
大
学
を
卒
業
さ
れ
て
、
10

年
後
「
浮
世

絵
ポ
ッ
プ
様
式
」
を
打
ち
出
し
、
そ
の
後
「
平

成
耽
美
主
義
」
を
打
ち
出
し
た
と
、
ご
経
歴
で

拝
見
し
ま
し
た
。
こ
の
名
称
の
変
化
は
、
ど
の

よ
う
な
経
緯
か
ら
う
ま
れ
た
と
考
え
に
な
ら
れ

ま
す
か
？
」

山
「
大
学
を
出
て
最
初
に
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
を
や

り
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

ま
あ
簡
単
に
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
だ
け
で
生
活
で
き

る
よ
う
な
状
況
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
同
時
に

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
事
を
始
め
て
。
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
事
を
す
る
上
で
、
そ

の
ス
タ
イ
ル
に
浮
世
絵
を
取
り
入
れ
た
り
、
今

ま
で
や
っ
て
き
た
ビ
ア
ズ
リ
ー
等
世
紀
末
の
美

術
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ

う
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
生
活
の
た
め
と
い
っ

て
は
あ
れ
で
す
け
ど
（
笑
）
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
の
方
が
忙
し
く
な
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
モ

ダ
ン
ア
ー
ト
の
方
は
で
き
な
く
な
っ
た
ん
で
す

け
ど
。
た
だ
、
当
時
は
バ
ブ
ル
期
だ
っ
た
の
で

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
事
は
忙
し
く
て
、

そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
っ
た
ん

で
す
。
そ
の
後
バ
ブ
ル
が
崩
壊
す
る
と
、
今
度

は
中
心
に
や
っ
て
い
た
広
告
の
仕
事
が
な
く

な
っ
て
、
挿
絵
の
仕
事
が
中
心
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
こ
で
ま
た
か
つ
て
見
た
、
伊
藤
彦
造

だ
の
漫
画
だ
の
浮
世
絵
だ
の
そ
う
い
う
絵
の
ス

タ
イ
ル
が
、
そ
こ
で
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
。

そ
こ
に
自
分
で
あ
る
程
度
ポ
ッ
プ
な
要
素
を
入

れ
た
り
し
て
、
自
分
の
様
式
を
作
る
上
で
、
浮

世
絵
ポ
ッ
プ
様
式
と
勝
手
に
名
称
を
付
け
た
ん

で
す
。
」

山
「
そ
れ
で
そ
う
で
す
ね…

…
90

年
代
後
半
に

な
る
と
、
幻
想
耽
美
な
も
の
に
興
味
が
移
っ
て

い
く
中
で
、
も
う
少
し
ポ
ッ
プ
で
は
な
く
て
、

耽
美
な
作
風
に
し
て
い
く
上
で
平
成
耽
美
主
義

と
い
う…

…

ま
た
勝
手
な
名
称
を
つ
け
て

（
笑
）
も
し
か
し
た
ら
誰
か
に
言
わ
れ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
そ
う
い
う
名
称
に
な
っ

て
い
た
ん
で
す
ね
。
」

泉
鏡
花
『
天
守
物
語
』

 

吉
「
山
本
さ
ん
は
、
『
天
守
物
語
』
以
前
か
ら

泉
鏡
花
の
作
を
題
材
と
し
た
作
品
を
発
表
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
『
天
守
物
語
』

の
制
作
を
し
よ
う
、
と
い
う
段
階
に
な
っ
て
ど

の
よ
う
な
お
気
持
ち
で
臨
ま
れ
ま
し
た
か
？
」

山
「
最
初
は
ね
、
『
マ
リ
ア
の
心
臓
』
と
い
う

渋
谷
の
公
園
通
り
に
あ
っ
た
人
形
館
か
ら
の
依

頼
で
、
『
夜
叉
が
池
』
を
描
い
た
ん
で
す
ね
。

そ
こ
で
泉
鏡
花
の
展
覧
会
を
や
り
た
い
っ
て
い

う
ん
で
。
そ
の
『
夜
叉
が
池
』
の
、
お
雪
さ
ん

で
し
た
っ
け
？

そ
う
い
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
挿
絵
的
で
は
な
く
て
、
イ
コ
ン
的
と
い
う
か
、

↑山本さんの作品は
こちらのInstagramから！



祈
祷
画
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
描
い
た
ん
で
す
。

そ
れ
を
み
た
泉
鏡
花
記
念
館
の
学
芸
員
が
、
た

し
か
生
誕
14
0
周
年
記
念
か
な
に
か
で
絵
を

依
頼
し
て
き
た
ん
で
す
。
最
初
の
『
夜
叉
が

池
』
の
絵
は
売
れ
て
手
元
に
な
か
っ
た
の
で
新

た
に
書
き
下
ろ
し
た
ん
で
す
。
そ
う
で
す
ね
、

『
夜
叉
が
池
』
が
、
泉
鏡
花
の
最
初
の
作
品
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
『
草
迷
宮
』
執
筆
か

ら
百
年
だ
っ
た
か
の
記
念
で
、
ま
た
依
頼
が

あ
っ
て
『
草
迷
宮
』
の
挿
絵
本
を
作
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
最
初
ど
の
作
品
で
い

く
か
っ
て
い
う
の
で
聞
か
れ
た
ん
で
す
け
ど
、

僕
は
た
ぶ
ん
最
初
に
出
会
っ
た
泉
鏡
花
の
作

品
っ
て
い
う
の
が
多
分
『
草
迷
宮
』
だ
っ
た
と

思
う
ん
で
す
。
い
き
な
り
『
草
迷
宮
』
を
読
み

始
め
た
わ
け
で
は
な
く
て
、
澁
澤
龍
彦
の
エ
ッ

セ
イ
集
に
『
思
考
の
紋
章
学
』
と
い
う
の
が

あ
っ
て
、
そ
の
中
の
『
ラ
ン
プ
の
廻
転
』
と
い

う
エ
ッ
セ
イ
で
『
草
迷
宮
』
の
内
容
が
語
ら
れ

て
い
て
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
読
ん
で
み
た
い
！

と
。

読
ん
だ
ら
結
構
面
白
く
て
、
難
解
と
い
え
ば
難

解
な
ん
で
す
け
ど
、
た
だ
そ
れ
は
か
つ
て
読
ん

だ
『
ポ
ー
の
一
族
』
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
僕

の
中
で
は
重
な
っ
て
て
。
こ
う
時
間
軸
が
錯
綜

し
た
り
、
前
後
し
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
そ
う
い

う
ち
ょ
っ
と
分
か
り
に
く
い
構
成
だ
け
ど
、
入

れ
子
状
態
に
な
っ
た
よ
う
な
構
成
が
非
常
に
魅

力
的
で
、
大
好
き
に
な
っ
て
、
ぜ
ひ
と
も
『
草

迷
宮
』
で
最
初
に
挿
絵
本
を
作
り
た
い
と
。
そ

の
後
で
す
ね
、
『
天
守
物
語
』
は
。
天
守
物
語

は
あ
れ
は
ど
う
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
ん
だ
か

…
…

」

山
「
あ
あ
、
１
４
５
年
の
記
念
で
依
頼
が
あ
っ

た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
巨
匠
の
宇
野
亜
喜
良
先

生
と
一
緒
に
描
く
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
れ
は
そ

れ
で
非
常
に
な
ん
と
い
う
か…

…

他
に
は
な
い

も
の
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
け
ど
。
」

吉
「
物
語
の
テ
ー
マ
が
あ
る
中
で
制
作
さ
れ
た

と
思
う
の
で
す
が
、
ど
う
い
っ
た
部
分
に
注
力

し
ま
し
た
か
？

イ
メ
ー
ジ
構
想
で
あ
っ
た
り
、

こ
の
作
業
に
！
と
か
」

山
「
『
天
守
物
語
』
は
、
鏡
花
の
中
で
は
比
較

的
分
か
り
や
す
い
文
章
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
ね
。

描
写
に
忠
実
と
い
う
か
、
読
み
込
ん
で
状
況
を

イ
メ
ー
ジ
し
て…

…

そ
れ
で
、
多
少
説
明
的
に

な
っ
た
感
は
あ
り
ま
す
け
ど
、
『
天
守
物
語
』

の
決
定
版
に
な
る
く
ら
い
の
感
覚
で
描
き
ま
し

た
。
ま
あ
宇
野
さ
ん
が
か
な
り
自
由
に
描
か
れ

て
た
の
で
、
僕
の
方
は
わ
り
と
原
作
に
忠
実
に

や
り
た
い
な
、
と
思
っ
た
ん
で
す
。
」

吉
「
原
作
に
忠
実
に…

…

『
天
守
物
語
』
は
他

の
媒
体
で
舞
台
化
だ
っ
た
り
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル

で
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
参
考
に
な
さ

る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？
」

山
「
そ
れ
は
あ
の
、
玉
三
郎
さ
ん
の
『
天
守
物

語
』
は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
け
ど
、
あ

ま
り
見
す
ぎ
る
と
あ
の…

…

（
笑
）
影
響
さ
れ

す
ぎ
る
の
で
。
そ
れ
で
も
か
な
り
影
響
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
け
ど
。
ま
あ
あ
れ
も
、
決
定
版
と

言
え
ば
決
定
版
な
の
で
。
あ
れ
か
ら
逃
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
は
あ
る
か
な
、
と
お

も
い
ま
す
ね
。
」

吉
「
そ
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
気
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
私
は
山
本
さ
ん
の
描
か
れ
る
人
物
は

こ
の
世
の
も
の
で
は
な
い
と
思
う
ほ
ど
に
美
し

い
と
感
じ
て
い
て
。
玉
三
郎
さ
ん
も
そ
う
で
す

が
、
普
段
は
モ
デ
ル
に
さ
れ
る
方
が
ど
な
た
か

い
ら
っ
し
ゃ
る
訳
で
は
な
い
の
で
す
か
？
本
当

に
イ
メ
ー
ジ
の
中
で
」

山
「
そ
れ
は
よ
く
聞
か
れ
る
ん
で
す
け
ど
、
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
人
物
は
い
な
く
て
。
多
分



ず
っ
と
子
ど
も
の
頃
か
ら
描
い
て
た
顔
が
あ
っ

て
、
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
結

果
で
き
た
人
物
の
顔
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

ま
あ
ど
う
し
て
も
絵
描
き
は
描
く
も
の
が
自
分

に
似
る
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
そ
れ
は

母
親
に
似
て
た
り
妹
に
似
て
た
り
、
そ
う
い
う

こ
と
は
言
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
。
で
も

具
体
的
に
意
識
し
て
や
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い

で
す
。
あ
と
は
好
き
だ
っ
た
伊
藤
彦
造
だ
と
か
、

の
影
響
も
多
少
入
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

ね
。
」

創
作
の
原
点

吉
「
ご
自
身
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
創
作
の
意

欲
を
か
き
た
て
ら
れ
る
も
の
、
と
い
う
意
味
で

の
原
点
は
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」

山
「
さ
っ
き
か
ら
言
っ
て
い
ま
す
け
ど
も
、
な

に
か
と
ど
う
出
会
っ
て
、
自
分
の
作
品
に
ど
う

取
り
入
れ
て
い
く
か
っ
て
い
う
の
で
。
大
体

テ
ー
マ
と
言
っ
て
も
す
ご
く
シ
ン
プ
ル
で
、

ち
ょ
う
ど
絵
を
描
き
始
め
た
頃
ー
ー
思
春
期
の

頃
の
感
覚
と
言
い
ま
す
か
、
感
触
と
い
い
ま
す

か
。
ち
ょ
う
ど
、
死
や
性
を
意
識
し
始
め
る
時

期
で
す
よ
ね
。
そ
れ
ま
で
は
そ
ん
な
こ
と
考
え

も
し
な
か
っ
た
の
が
、
そ
う
い
う
も
の
に
対
す

る
不
安
と
か
期
待
と
か
。
そ
れ
が
多
分
、
自
分

の
根
本
的
な
テ
ー
マ
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、

自
分
の
存
在
と
は
な
に
か
、
と
か…

…

そ
う
い

う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
」

吉
「
こ
こ
ま
で
、
山
本
さ
ん
の
関
心
を
抱
い
た

方
々
に
つ
い
て
も
う
か
が
っ
て
き
ま
し
た
が
、

改
め
て
そ
う
し
た
人
々
が
描
こ
う
と
し
た
テ
ー

マ
と
、
ご
自
身
の
描
く
も
の
の
共
通
点
と
し
て

感
じ
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？
」

山
「
そ
れ
は
多
分
そ
の
ま
ま
重
な
っ
て
い
る
と

思
う
ん
で
す
ね
。
自
分
の
好
き
な
も
の
を
見
る

と
、
や
っ
て
み
た
い
、
自
分
の
作
品
に
取
り
込

み
た
い
と
思
う
の
で
。
そ
れ
が
全
部
反
映
さ
れ

て
、
自
分
の
作
品
な
り
テ
ー
マ
な
り
世
界
な
り

が
で
き
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、

な
に
と
出
会
っ
て
な
に
を
取
り
入
れ
て
、
あ
る

い
は
な
に
を
外
し
て
、
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す

け
ど
」

吉
「
最
後
に
。
美
術
を
含
む
複
数
の
芸
術
を
学

ん
で
い
る
学
生
、
ま
た
学
ん
で
い
こ
う
と
し
て

い
る
受
験
生
た
ち
に
向
け
て
、
お
言
葉
を
頂
戴

で
き
ま
す
か
？
」

山
「
や
っ
ぱ
り
、
出
会
い
を
大
事
に
し
て
。
何

と
出
会
っ
て
、
ど
う
変
化
し
て
い
く
か
分
か
ら

な
い
の
で
、
気
に
な
っ
た
も
の
は
、
実
際
に
自

分
で
も
や
っ
て
み
た
り
考
え
て
み
た
り
描
い
て

み
た
り
、
そ
れ
で
違
い
も
分
か
っ
て
く
る
し
共

通
項
も
分
か
っ
て
く
る
か
ら
、
色
々
と
と
り
あ

え
ず
試
し
て
み
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

出
会
い
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
」



ひげぎゃらりぃ
ひげ⽣オリジナル作品展⽰室

『Tron』
3年 西田（ instagram : @ssoo04290126 )

シャッタースピードを長めにして、シャッターが開
いてる間にカメラを軽く一周まわしたら街の光がい
い感じに円を描いた。題名は、光の線を引いている
円がいくつかあり、映画『Tron Legacy(2010)』を
彷彿させたことから取った。

     2年　藤原大地
（ instagram :  @hiyazyake ) 

     ステッカーを作ってます！　



『VOICE OF YOUTH』
3年 浅賀 優希（ instagram : @yuki_asaga )

 昔から雑誌も好きだったし、何かをつくることも大好きでした。
大学2年の時に取っていた「出版ジャーナリズム」の授業もきっかけと
なって、完全自主制作の雑誌を刊行。やっぱりものづくりは楽しいけ
ど、とってもエネルギーを使うことでもありました。意気込んで1冊作
ってみたけど、実はまだ2冊目はできていないんです。

でも、ひげ会報委員の友達が「載せない？」って言ってくれて
（彼女は素材が集まらないからって焦ってたけど笑）
また作りたい、作らないとと思いました。
少しでも興味を持ってくれた方は是非@yuki_asagaをフォローして、
ゆっっっくり待っていただけたら幸いです。

創刊号の表紙を飾ってくれた日和も、
制作を手伝ってくれたさくらちゃんも比芸で出会った友達です。
他にも比芸には私なんか足元にも及ばないくらいすごいものづくりをし
ている友達とかアーティストとして活動している友達がもはや当たり前
のように周りにいて、ありきたりな言葉だけどとても刺激的な毎日。
VOICE OF YOUTHは比芸に感化されて作った雑誌でもあるので、
ひげ会報で紹介してもらうことができて嬉しいです。



ひげぎゃらりぃ

4年 柊（ instagram : @h0lly.cam )

岐阜県のアンティークショップ「FOLK」。
この街の人には、訪れた誰しもを街に馴染ませてしまう才能がある。　
彼らの笑顔と温もりを土産に私は帰路についた。

                                                 ２年  赤津 純菜

2023年青山祭美術部展示をした油彩画です

〈Gifted〉

『permanent』



『ガチャガチャと私』
3年 Saori

ガチャガチャを初めとしたミニチュア
なもの達の無限の可能性を宇宙っぽさ
で表現しました。
というのは後付けで、何気なくお絵描
きをしていた時に特殊な技法を発見し
たので、それを最大限に使って描いて
みました。

ちっちゃいもの倶楽部
　　　　( instagram/X : @agu_miniature )

ちっちゃいもの倶楽部というサークルを設立し、
ミニチュアサイズのものを愛でる活動をしています。
ちっちゃいものについて語り合ったり、ちっちゃいもの
に関連したスポットにみんなで遊びに行ったりするサー
クルです。参加希望は各種SNSのDMまで！

リサイクルショップで買ったシルバニアファミリーのおうちを
自分で塗装し直してオリジナルハウスを作りました



ひげ会報2023編集委員会 委員長
比較芸術学科3年

木村美陽

比較芸術学科の会報ですから、読者の方に楽しんでもらうには、制作者の興味が
向いていて、楽しく執筆することが一番の近道だと考えていました。そのため、企画
会議で出た案はほとんど全て採用して組み込んでいます。今年度のテーマが原点
回帰ということで、それぞれの芸術の基本に立ち返りつつ、最新の芸術の動向につ
いて考えを巡らせる機会となるような会報になっていたら幸いです。

ひげ会報2023編集委員会 副委員長
比較芸術学科3年

宇津城 風夏

好きなものを思いっきり「好き」と言える場所。私にとって比芸はそんな素晴らしい
環境でした。先生方も学生たちもみんな芸術を愛していて、新たな思考と刺激を与
えてくれます。日々、真剣に誠実に芸術と向き合えるのです。そして、芸術を通して
自分自身を見つけることもできる場所だと思っています。本誌を通して、そんな私の
愛する比芸の魅力が皆様にも伝わっていればうれしいです！

Editor’s  Note

今回のテーマは「原点回帰」としました。

コロナ禍で多くの芸術活動が制限されたり、移動することそのものすら自由でなく
なりました。美術館へ鑑賞に行くことも、劇場で芝居や歌舞伎を観ることも、コン
サートで生の音を聴くこともできませんでした。芸術は不要のものだと呼ばれたこと
さえありましたね。しかし、そのような環境に置かれたからこそ見出された芸術の価
値、見つめ直す時間があったからこそ気づけたその魅力が多くあります。抑圧され
ていた生活から、徐々に制限が緩められている現在。感染対策は継続しつつも、足
を外に向けて生の芸術に触れる機会を積極的に増やすことができます。また、変化
の著しい現代における最新のアートも、水脈を辿れば私達が学ぶ芸術から生まれた
ものです。私達は今一度、芸術の美しさに純粋に惹かれた原点に立ち返り、その輝
きを見つめ直したいと考えました。



ひげ会報編集委員
【会報責任者】 比較芸術学科教授 三浦哲哉

【編集長】 木村美陽

【副編集長】 宇津城風夏

【執筆・校正】
小田部真於｜菊地恵｜椎名珊瑚｜北村祐樹

齋藤瑠夏｜孫釉梛｜濱登日花里｜山中彩穂吏｜吉本早織

【デザイン】
東出梨乃｜戸澤萌里｜森本雪絵｜谷田貝昴生

【取材協力】
──外部──
〈画家〉

山本タカトさん

──比較芸術学科──
〈教員〉

出光佐千子｜井上由里子｜佐藤かつら｜津田徹英｜那須輝彦
 広瀬大介｜三浦哲哉｜水野千依

〈学生〉
一條日和｜上杉七海｜内海帆乃夏｜岡田ののか｜税所航紀

 中尾悠真｜樋口茉莉｜眞仁田莉子｜南直冴｜吉本伊吹 他

問い合わせは
比較芸術学科研究室（03-3409-9764）まで
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